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Asfroliiiasdostoxos

Nin rosiiiasbrancas′

ninclavelesroxos!

euvenero as froliiias

dostoxos

Dostoxales

ast卓nues frolifias

que sorrien,amedo′

entr'espifias.

Entr'espifias

queoCeyoagosalla

-condlamantes,

asnoitesqu'orba lla

iOudroyern'o

preciadotesouro!:
as fro liilasdos toxos

son dlouro!

D'ourovello son′

mai,as froliilas

d■osbravostojくales,

dlasdevociasmifias!

A.Norlega

AquarelladelMontseny

Aquinohiham rosesn土 11土rls′

per(うhihal'alguade laneu.

Calqueresplris.homde D色u,

aquestaolord-etern土tat;

elb上audelcel 土elvertdelprat

Aquinotensaltramtlsica

comun ant⊥c iamablepont

que 1-amplaplCa.1avella font

可uedonaeltodtaquestterreny

i色sunaentranyadelMontseny.

Pujaelremata lacarena,

que色s fresca l'hebade l'estiu.

Joen faigeStrenaCOntemplatlu;

可ue semprem'hadonat frescor

iqueem recordaelbon Pastor.

Mos色n P.Ribot

ハ リユニシタの花

白いバラではなく

赤いカーネーションでもなく

私はハ リユニシタの花を

愛する

ハ リエニシタの

そのはかない花は

イバラの陰から臆病そうに

ははえむ

霧雨を振 り撒いた夜を

朝の空が

ダイヤモン ドをちりばめながら

喜ばすように

ああ､それは

荒れ地における得がたい宝よ

ハ リユニシタの花こそ

黄金

それは年を経た黄金

荒れ地に咲ける

小さなハ リユニシダの花こそ

花こそ私のこよなく愛するもの

(訳 服部洋一)

モンツェニュの水彩画

ここには蓄藤 も百合 もない

雪解けの清水があるばか り

深 く息をするが良い､神に造 られ し人よ

この永遠の芳香を

空の青 と野の緑を

ここには古の心安 き

橋の如き調べもない

ここには広い噴水盤 とこの土地に色どり

を添える古い泉があるばか り

そしてこれこそがモンツェ二ュの奥居

羊の群れが山へと登る

そこには夏の新鮮な牧草があるから

私もまた沈思 して初めて気づ く

この山が私にいつも蘇生の息吹を与えて

くれたことを｡そしてかの人の良い羊飼

いのことを思い出させてくれることを

(訳 服部洋一)
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L-horagr土sa

でotdorm a l'horagrisa

elsarbres.1esmuntanyes,

elsocells,o elvent!

Solamentel fun fasoncami

lentamentamunt.

amuntcom i-oraci(ら

M色stardquan eleel

s-apagui sortlra

unaestrellatadlor

でotdorm a l'horagrisa

elsarbres,le≦muntanyes′

elsocells′o elvent王

M.Blancafort

CanGOneta incerta

Aquestcamュtan f土.tan f土,

qulsaponmena!

豆sa lavilao 色s alpi

de lacarena?

Un llir土blau′colordecel;

dlu;Ⅴ土ne′l vine!

Per(ら:no passis!

dluun velde teranylna.

Seradreceradelgosat,

rossola ingrata

ob6 uncamid-enamorat′

colgatdemata?

丘sun recerper adormir

quipassapena?

Aquestcamitan fl′tan f土,

qui sap onmena?

Oui sap sitristo somrient

aculla lIhoste?

quisap s土mort sobtadament

sota labrosta?

Qui sabramaiaquestcami

灰色の時間

すべてが眠 りにつ く 灰色の時間に

樹 々も､山々も

鳥たちも､もしくは風 も

ただ煙だけが動いている

ゆっくりと､上へ向かって

祈 りのごとく､上へ向かって

ほどなくて空の明るさ失せれば

燃え出でよう

小さい金の星

すべてが眠 りにつ く 灰色の時間に

樹 々も､山々も

鳥たちも､もしくは風 も

(訳 服部洋一)

迷いの歌

この道はこんなに細 々と

いったいどこに向か うのだろうか

村へと向か うのか､はたまた

尾根のあの松へ と向か うのか

空色の青百合が

｢おいで､おいで !｣と呼びかける

ベールのようなくもの巣は

｢行 ってはならぬ｣と声をかける

それは大胆不敵な者の出世のための近道か

危ない滑る坂道なのか

はたまた潅木に覆われた

恋人たちの道なのか

それ とも苦悩する人が

やすいを求めて逃れて くる道なのか

この道はこんなに細々と

いったいどこに向か うのだろうか

この道が人を迎え入れる時には

渋い顔 しているのやら

それ とも微笑んでいるのやら

茂る葉陰で突然に命を落 とすやもしれぬのに

それは誰にもわからない
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aqu色emconvida!

工色scamiincertcadamati,

n■占scadavida!

J.Carner

《ouAでREMELOD工ES》
Textde ど.Momou

I.Rosadelcami

Endoledesmai

durantlanit

asobredelbosc

hacalgut

unaestrella

Debonmati

jotrobar色

unarOSa

sobreelmeucami

Ⅱ.cortlnade fullatge

Encareve1g al lluny

elsllumSdemaciutat.

工 elnostrepetitniu

amagatentre-1ramatge.

S占que la lluna色saldarrera

a-aquestsarbres

工 en lapenombrad'aquest bosc

JOPUG fe丁entrar

unacarlclade llum tendra

sobreI1Steusulls

tansolsobrlnt

unacortinade fullage.

この道がいったいどこへ と続いているのかは

朝な朝なにこの道は迷いに満ち

そして人生 もまた同じなのだ !

(訳 服部洋一)

《4つのメロディー》

Ⅰ.道の辺の寄蔵

甘 く惟博せし
星ひとつ

闇夜に

落つる

森の上

暁も早 く

見出さん

ひともとの香惑

わが道の上に

(訳 服部洋一)

Ⅱ.緑葉のカーテン

遠 くはるかに

わが街の灯がまだ見える

枝に隠れた我 らの小さき

住みかもまたみえる

私には分かっている 月は

この木 々の向こうに在 りと

私にはこの森の うす暗闇の中に

投げ入れることができる

ひとす じの優 しく愛撫するがごとき

月の光を 君の瞳の上に

ただ緑葉のカーテンを

開きさえすれば
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Ⅲ.工ncertltud

工ncertltuddelmeucami

Delmeu amOr totll土nfinit

d■estrellesn'estaescrit

Clarordelscamps

Clarordenit

Claror decel

sobreun desig.

ⅠⅤ.Neu

No 色sneu,

S(うn florsdeeel.

Cormeu

com tedesfulles.

S6n fulls
demavidaesquinGatS.

Plujeta
depaper blan°.

No色sneu,

sdn florsde eel_

Dolor

com tedesfulles.

Ailquina tristesa fa.

《3 Comptlnes 1-Ⅲ》 (1926)
I.D-aユtd-un cotxe

DIaltd-uncotxe nlhihaunanina

qu'en replCaelscascabells

Trenta quarenta

1-ametllaamarganta

elplnyolmadur
Vesteln tu.

Ⅲ.定かならぬこと

わが道の定かならぬこと

星座をち りばめた果て しのない空には

わが愛の定めが書かれてある

草原の明るきことよ

夜の明るきことよ

空のあまりに明るきことよ

ひとつの欲望の上には

Ⅳ.雪

それは雪ではない

それは天空の花

わが心 よ おまえは何 と

散 り散 りに乱れることか

それは引 き裂かれた

わが命の頁

空 白の頁 と降 る

小雨

そは雪にあ らず

そは天空の花

苦悩 よ 何 とおまえは

千 々に乱れ ることか

ああ何 とい う悲 しみ

《3つの遊び歌 Ⅰ～Ⅲ〉

I.荷馬車の上で

荷馬車の上で娘 っ子が一人

牛の首鈴ならしてる

三十､四十

アーモ ン ドは苦いよ

松の実は熟 してる

お前さん さあ行 きな
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Ⅱ.Margot lapie

Margotlaplc
aでaitson nit
aDavid.

Davidl'attrape
luicoupelapatte
Ricrae

R土crac
comeune patate.

Ⅲ.Hev上stdまns la lluna

Hevistdims la lluna

trespetitscon土11s

quemenJaVen Prunes

conunstresdesvergonyits

laplpa alaboca

ilacoロaals°its

Totd土ent

Mestressaposeu-mos

ungot b占npl占 devi.

TextdeF.Momou

Le nuage

S'embarquer,a lentenet

atonbord sanscapitaine.
sfembarquer,a,blanc vaisseau,

atonbord sansgouvernail
rompues le≦amarresdusouvenir m卓me′

perdu le sextantdud色sirconcret

Allervoguerdamsunedouce

d占rive surune mersanscouleur

versdesilessanscontour;

voguer.aller;

1esilencediaphane

tenant lieude PUTespace.

lecceurnemartelantplus

lascansiondes secondes

qu'en battements色touff色S

Ⅱ.鵠マルゴ

韻のマルゴ

巣を作 る

タビドのとこへ

タビ ドはそいつを捕 まえて

足を一本切 り落 とす

リック ラック

リック ラック

まるで芋みたいに

Ⅲ.月の兎がプラムを噛る

僕は見たんだお月さんの中に

三羽の小鬼が

プラムを噛っているところを

まるで3人のならず者
パイプを口に くわえて

盃を手に持 って

口を揃えてこう言 うよ

｢奥 さん 俺たちにお くれよ

葡萄酒なみなみ注いだ盃をひとつ｣ とね

(訳 服部洋一)

雲

船に乗ること ああゆっくり進む船 よ

船長のいないお まえの甲板に

船に乗ること ああ白い船 よ

舵のない お まえの甲板に

記憶のモヤイ綱 も断ち切れて

向か うべき定かな対象を持 った原頁望の

コンパスも失われて しまった船 よ

優 しい潮の流れに漂って行 くこと

色 も失せた海原の上を

輪郭のない島を目指 して

売れ､漂って行 くこと

純粋空間之の代わ りとなる

透明な静寂 よ

心臓はもはや押 し殺 された

鼓動によってのみ

時を刻むこととなるのだ
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Allervoguer,Ivoguer

achaquecoupderoulis.

perdeunpeudesa figure.

perdeunpeudesasubstance;

vogueraller

コuSqu-acepointid色al
odIamerduciel secomblel

pourbaigner le clairvisage

d'une terre plus fleur土e;

momesquifplus fr色Ie

可uene19e en aVrll,

fondue au solelllahautemlsa土ne,

i-色trave rongee par lesaliz色s

dubeauporten vuemollementcouler

Mathilde Pomes

流れ行 くこと 漂い行 くこと

横揺れの度毎に

その姿を少 しずつ失い

その実体を少 しずつ失っていく

流れ､漂って行 くこと

その理想の地点 まで

そこでは､空は海に満たされている3

よりふんだんに花咲 く大地の

明るい顔 (かんはせ)を濡 らすために

私の小舟は四月に降る雪 よりも

はかなく

船首の高い帆柱は太陽に溶かされ

船首材は潮風に腐食 している

うるわ しの港を目指 して

ゆっくりと流れて行 く

(訳 服部洋一)

1.サラベールのモ ンポウ歌曲集では原チッに secombe とあるが､se combleの誤 りであ

ろう｡ 2.時間のない空間のこと｡ 3.空が水平線 と交わる遠いところの意

《combatdelsomni》

Textlde J.Jan色s

I.Damuntde tu,nom色s les flors

Damuntde tu,nom色sles flors.

Erencom unaofrenablanca:

1allum 可ue daven alteucos2

maim岳s seriade labranca,'

tota unav上dade perfu爪

ambel seube≦ tleradonada.

Tu resplendiesde la llum

perl'esguard closatresorada･

;Sihagu色spogu七色ssersosplr

de flor! Donar-me,com un llir,

atu.perqu占 Iamevavida

sran色smarcint sobreelteupit.

工 no sabermaim白s lanit′

que alteucostatfaraesvaida･

《夢のたたかい》

(訳 服部洋一)

Ⅰ.君の上には花だけが

君の上には花だけが置かれ

それは白い捧げ物か｡

君の体を照 らすひか りは

もうすでに枝か らのものではない

その花の口づけをもって君は

香 ぐわ しい命のすべてを与えられたのだ

君は輝いていた 閉ざした瞳が宝 と抱 く

光に照 らされて

もし花の吐息 となれたなら そして

百合のようにこの身を君に捧げられたら

わたしの命が君の胸の上で

朽ち果てるように

そ うして君のかたわ らで雲散霧消 していく

ような夜を知 らずに

いることができたなら
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Ⅱ.Aquestanitunmate土ⅩVent

Aquestanitun mateixvent

iunamate土Ⅹavelaencesa

deviendurelteupensament

ielmeupermarsonlatendresa

estornamdsicaicristall.

Elbesse-ns feiatranspar色ncia

-situeres1-a土gua.JOelmlrall-

comsiabrac色ssimunaabs色ncia.

乙Elnostreeel fara,potser,

unsomnletern,aixi.debesos

モetsmelodia.iunnoser

decossosヨunts1d-ullsencesos

ambflamesblanques.iunsosplr

d-acaricエarsedesde llir.

Ⅲ .Joetpressentia comlamar

Joetpressent土acom 1amar

icomelvent,immensa,lliure,

alta,damuntdetotatzar

itotdesti.工enelmeuviure

comelresplr.工 ara可ueettinc

velgComelsomnietlimitava･

Tunoetsunno凪.n土ungeSt.Nov土nc

atucomal'imatgeblava

d-unsomnihuma.Tunoetslamar,

que色spresoneradimsdeplatges,

tunoetselvent.presenl'espa土.

Tunotenslimits;nohlha,encar,

motsperaair-te,nipaisatges

perserelteuman -nihiseranmai.

Ⅱ.今夜同じひとつの風で

今夜同じひとつの風 と

同じひとつの燃える帆かけ舟が

君の思いと私の思いとを

海へと運んでいくに違いない

愛が音楽 と水晶に姿を変えるあの海へと

そこでは二人の口づけが透明になる

君が水なら私はそれを映す鏡

あたかも二人は

ただひとつの ｢不在｣を抱き合 うかのよう

私たちの空は､おそらく

夢見ているのだろうか

旋律となり､ ｢無｣と化 した口づけを

白い炎に燃えるまなざしを

百合のような白い絹の肌を抱 きながら

溜め息する結び合わされた肉体を

Ⅲ.海のような君を

私は海のような君を予感 していた

風のように広 く自由な君を

あ りとある偶然 と

あ りとある宿命とを超越 した

高みにある君を

私の命の息づかいのような君を

しかし君を得た今私にはわかった

私の夢は君のほんの一部をしか

理解 していなかったと

君はただの名前でもなければ

ひとつの振る舞いでもない

私は人のつかの間の夢の色あせた

幻のような君のもとへ来るのではない

君は海ではない 浜辺の間に捕 らわれる

ような海ではない 君は風ではない

空間に捕 まえられるような風ではない

君は限 りを知 らない 君を言いあらわす

言葉さえもない 君の世界となるに

ふさわしい風景 というものは今もないし

これからもないだろう
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Ⅳ.Fes一me lavida transparent

Fes一me lavュda transparent

com els teusulls. tornaben pura

lanevama,ialpensament

duu一m'hilapau.Altraventura

no vu llsin6 1a de seguir

l'estelablanca 可ueneixia

delsteuscamins･Ino llangulr

per sermiralldtunsulls.Voldria

sercom un riu oblidadis

可ueeslliuraalmar.le忌a19ueSpure≦

de tota lmatge.amb un anhel

de blau･ 工 ser,llavors,felig

deviure lluny d'amorsobscures,

amb l'esperanGa delteucel.

Ⅳ.私の命を浄めておくれ

私の命を浄めておくれ

おまえの目のように 私の手をもう一度

きれいにしておくれ

わが思いに安 らぎを与えておくれ

ほかの幸福は欲 しくない

おまえの道に生 まれた

白い星に従っていくのでなければ

女たちの目の鏡になることで

惟惇するようなことはしたくない

私は海に流れていく

忘却の河になりたい 青を切望する河に

あらゆるものの影に汚されることのない

流れにな りたい

そしてその時 おまえの空に

希望を抱きながら

不幸な変から遠 く離れて

幸せに暮 らしたい

1･詩連の分け方や句読点､単語の綴 り等はすべて刺繍 Josep Jan占s iOliv色′Combatdel

somni (3aedicia),Edicionsde laRosadelsVents,Barcelona 1938の原テツによっ

ることにした｡サラベール版のモンポウの作品と比較すると､次のような箇所を作曲に

あたって変更 したことがわかる｡ I:(1.12)sobreel - sobre-1,Ⅱ:(1.3)deviendur-

deviendd.Ⅲ :(i.14)per serelteuman -nihi seranmai- per s色 elteuman

-ni seranmai,Ⅳ:(i_3)lamevama- lamameva

2.サラベールの譜面ではcas と印刷されているが､これは明らかにcosの誤 り｡よって発

音も[k(5S]ではなく 【kくらS】(開口音)である｡

《3 Comptines Ⅳ～Ⅵ》 (1943)

IV.Aserrin,Aserran

Aserrin,aserran,1

losmaderosde Sam Juan.2

Losde arriba sierran bien

y losde abajo tambi色n

Almllano可ue le dan hello

t土tasconelpan For lanoche

pany peray otranoche

perるy pan･3

Aserrin,aserran,

10smaderosde Sam Juan.

《3つの遊び歌 Ⅳ～Ⅵ》 (1943)

Ⅳ.アセ リン ･アセラン

アセ リン ･アセラン

サン ･フアン岳の木を切る

山頂の人達は木を切るのがうまいよ

谷の人達だって同じようにうまい

みごとな大鷹にティータ ･ティータ

と呼びかけては 晩にはパンをやる

バンと梨を そしてまた別の夜には

バンと梨をやる

アセ リン ･アセラン

サン ･フアンの木を切る

5 4



1･"aserrin,aserran〟は､鋸で木を切る時の擬音 と思われる｡ 2･''san Juant-は､山の名 も

しくは山並みの峰の名 と考えられる｡3･山頂の人達 (1osde arr土ba)が鷹を飼 う様子を語

っている｡

V.petite flllede Paris

Petlt flllede Paris

pr色temoites souliersgris

pourallerenparadュs.

Nousironsun aun

damslechemindesSaints.

deuxadeux

damslechem土n descieux.

Ⅵ .Pito.pltocolorito

Plto.p土tocolorito

乙d(うndeWastu′tanbonito?

pito,pitocolorlto

A 1aaceraverdadera

plm pOm fuera.

TextoporF.Mompou

《Dosmelodias》

JuanRaman Jim占neZ

Ⅰ.pastoral

Loscamlnosde la tarde

sehacenunocon lanoche

Forelhede iratl

Amor可ue tanto teescondes

Forelhede 土ra ti

como la luzde losmontes

como labris°delmar

comoelolorde ユas flores.

V.パ リの可愛い女の子

パ リの可愛い女の子

僕に君の靴を貸 してよ

パラダイスに行けるように

僕 たちは一人一人行 くんだよ

聖人たちの道を

二人ずつ行 くんだよ

天の道を

Ⅵ.ピ ト･ピ ト･コロリー ト

ビト･ピ ト･コロリー ト

どこに行 くんだい ?可愛いお前

ピト･ピト･コロリー ト

正 しい道を行 くんだよ

ピン ･ボン さあ行 きな

(訳 服部洋一)

《2つのメロデ ィー》

(訳 服部洋一)

Ⅰ･パス トラル (牧歌)

日暮のい くつかの道は

夜 とともにひとつにな り

やがてわたしは君のもとへ行 く

君があんまり隠 したがる

その愛を求めて

その愛を求めて私は君のもとへ行 く

山々の明か りのように

海からのそよ風のように

花 々の香 りのように
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Ⅱ.Llueve sobreelrio

Llueve sobreelrio.

Elagua estremece

los fragantes3unCOS

de lao111averde

Ay!queansiosoolor
apetalo frio

Lueve sobre elrio.

Mibarcaparece ni suefio

en un va90mundo

Orlllaverde.

Ay!barcasin JunCO

Ay!cora2:an frio_

Llueve sobre elrio.

CanGa de la fira

EIs seus tresorsmostra la flra

perqu色 elsagafisamb lama.

Jo s(5c cansatde tantmirar

ilamevaanima sosplra.

Cotade sucre,cavallets,

Cantirsdevidre iarrecades

lluen 1salten fentballades

entreelbrogitdelsplate一ets.

Elteuesguard pュed-avldesa

un 土…Ortaldes土gel血ou.

CerqueSuneSpeCtaCle nou

m白samuntde la firaencesa?

EIsestelspunxen toteleel.

L'orelg eSCamPa eSPurneS.

Miracom poe a POC eSmOr la f土ra

sota la llum d-aquellestel.

Ⅱ.川面に雨が降る

川面に雨が降る

水が

緑の岸辺のイグサを

震わせ匂い立たせる

ああ 何 と不安な香 り

凍える花弁には

川面に雨が降る

私の舟は空虚な世界に浮かぶ

私の夢のようだ

緑の岸辺

ああ イグサを積 まぬ船

ああ 凍えた心

川面に雨が降る

縁日の歌

縁日がその宝物を並べて見せている

君が手を伸ば して掴んでくれるように

私はあんまり見物 したんで疲れたよ

そして心は溜め息をついている

綿菓子や子馬

ガラスの壷や耳飾 りが光 り

飛び跳ねているようだ

シンバルの騒がしい昔につられ踊 りながら

尽きることのない欲望が駆 り立てていく

好奇心いっぱいの君のまなざしを

ただでさえ燃え盛る縁 日に

もっともの珍 しいものはないか

と捜 しているのかい?

星は夜空いっぱいに穴をあけ

風は火花をあちこちにまき散らす

ご覧､縁 日もだんだんと終わっていくよ

この星影の下で
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Glate土Ⅹespercopsar1-estrella?

Ai,queeldesigt'estrenyelcor!

Maim占svoldraslaJOiad'or

nilarlalladeltltella.

TomasGarc占S

Cantardealma

Aquellaeternafuenteestaescondida

quebiens色Yodotienesumanida

Aunqueesdenoche

SuorlgennOlos色puesnoletiene

mass色quetodoorigendeellaviene

Aunqueesdenoche

S色quenopuedesercosatanbella

y可ueclelosytierrabebendeella

Aunqueesdenoche

今度は星に届 きたいって思 っているのかい ?

ああ､君の心は何て欲ぼ りなんだろう

君は金の飾 りを欲 しが りはしない

まして､ピエロの微笑みなんかは

(訳 服部洋一)

S占sertancaudalosassuscorrientes

queinfiernoscielosrieganyalasgentes

Aunqueesdenoche

EIcorrientequemacedeestafuente

biens色queestancapazytanpotente

Aunqueesdenoche

Aquestavivafuente可ueyodeseo

enestapandevュdayolaveo

Aunqueesdenoche

SanJuandelaCruz

AureanadoSll

Asareasdeouro′

aureanadeSil,

sonasbagoasacedas

可ueme faschorarti･

Slqueresouro fino′

aureanadeS土1.

魂の歌

あの永遠の泉は隠れているが

私には分かっている 泉のあ りかが

たとえ闇夜であっても

その泉の源は知 らない そんなものは

持たないのだから だが私は知っている

万物はその泉を源 としていることを

たとえ闇夜であっても

それほど美 しいものが他には在 り得ない

ことを 空 もそして大地 もその泉か ら

水を飲むことを私は知 っている

たとえ闇夜であっても

その流れは豊かなので

天にも地獄にもそして人にも

水を分け与えていることを

たとえ闇夜であっても

その泉より出でる流れは

なにものをも容れ 力に満ちている

たとえ闇夜であっても

私の欲するこの生きた泉を

この命のパンの中に 私は見出す

たとえ闇夜であっても

(訳 服部洋一)

シルの砂金 とりの乙女

金の砂は

シルの砂金 とりの乙女よ

それは苦い涙

君がために泣 く

わたしの涙

純粋な金が欲 しいなら

シルの砂金 とりの乙女よ
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abreoJneuCOra2:dn:

tesdeatopaloali.

Co可uecollasnorio.

aureanadoS土1.

mercarascandomolto

unamorinfellz.

Paradarcluncariflo
verdadeirohasdevir

enxoitarosmeusollos,

aureanadoSil

RaJTLanCabanillas

わたしの胸を開いておくれ

そこにおまえは見つけるだろう

川で集めた砂金では

シルの砂金とりの乙女よ

せいぜい不幸な愛 しか

買えないよ

本当の優 しさを与えたいのなら

君はここに来て

私の両目をぬ ぐってくれるはず

シルの砂金とりの乙女よ

(訳 服部洋一)
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SanMarti

Pedra femaentremuntanyes

Ullde serpolordepl.

SamMarti

Reユde lestevesentranyes

laploma.1'a土re ielv土.

Resplra lateva imatge

caritatpeュpelegri.

SamMart王.Sam Marti.

1-int土mitatdelpa土satge′

tu 1yope上matelxcami.

CavallerdelCrist.

1'espasamati

elserpent ielveri

SamMarti.

Vetllila flama lacasa

土1aveudelSlnal.

SanMarti,Sam Marti_

P.Rlbot

Primerospasos

でucuerpocomo un arbo1,

tusOJOSCOmO un la90

yyo sonabahund土rme

debajo de tuabrozo 1

tut土emponoeratiempo′

tu sereraunmilagro

y tebusquehastahallarte

debajo detuabrazo.

EIsolmuri(5enelcielo,

tuspasossealejaron

y sequed(5misuefio

debajode tu abrazo.

ClaraJan占S

サ ン ･マルチィ

山の中の不動の石

蛇の瞳､松の香 り

サン ･マルティ

あなたの存在の根には

羽毛､風そ して葡萄酒

あなたの面影は息吹を送 る

巡礼者に

サン ･マルチ ィ､サン ･マルチィ

風景の内奥 よ

あなたと私は同 じ道を歩む

キ リス トの騎士 よ

その剣で蛇 と毒 との

命を絶て

サン ･マルチ ィ

守って下さい､炎を､家を

そしてシナイの声を

サン ･マルチ ィ､サン ･マルティ

(訳 服部洋一)

最初のあゆみ

あなたの体はまるで樹のようだ

あなたの瞳は湖のようだ

あなたの抱擁のもとに

身を沈めたいと私は夢見ていたのだ

あなたの時間は時間ではなく

あなたの存在は奇跡だった

私はあなたを探 し続けよう

あなたの抱擁に出会 うまでは

太陽は空に息絶えて

あなたのあゆみは遠ざかった

そ して私の夢は残 った

あなたの抱擁のもとに｡

(訳 服部洋一)
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《canc土onesBequerianas 〉 1

G.A.8ecquer

《ベ ッケルの詩から》

(訳 服部洋一)

Ⅰ.Hoplatierray loscielosmesonrien

Hoplatierray loscielosme sonrien,'

hopllegaalfondodemialmaelsol,'

boylahev土sto.‥1ahevisto yme hamlrado.‥

;HopcreoenDios!

(RimasXV工工)

工.大地 と空 とが微笑みを与える今 日

今日は大地も空 も私を微笑ませる

今日は 私の魂の奥底 まで太陽の光が届 く

今 日 私は彼女 と出会った.‥ 私は彼女を見

彼女は私をじっと見つめてくれた

今日 私は神を信 じる !

Ⅱ･Losinvisiblesatomosdelaire Ⅱ.目に見えぬ空気の粒子が

Losinvisiblesatomosdelaire

enderredorpalpitanyseinflaman;

elclelosedeshaceenrayosdeor07

1atierraseestremecealborozada;

olgO flotandoenolasdearmonia

rumordebesosy bat土rdealas;

misparpadosse cierran_‥乙Ou色sucede?

- ;eselamorquepasa!

(RimasX)

目に見えぬ空気の粒子が

あたりで鼓動 し 燃え上がる

空は金色の光の中に砕け散 り

大地は喜びに身を震わせる

私には聞こえてくる｡和音の波に浮遊 しな

がら口つけが交わされる音が

巽の羽ばたく音が

わたしのまぶたは閉じられている

何が起こるというのだ?

-愛が通 り過ぎていくだけさ !

Ⅲ .Yo soy ardlente,yo soy morena

-Yo soy ardiente, yo soy morena,

yo soy elsimbolode lapasi6n,･

deansiadegocesmi almaestallena,･

Lamimebuscan -Noesati,･no.

-Mifrenteespalida,･mistren2:aSdeoro

puedebrindartedichassin fin;

yo deternuraguardo untesoro;

乙amimellamas?-No,Inoesati.

-Yo soy unsuefio,un imposible,
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vano fantasmadeneblayluzJ

soyincorpdrea,soy intangible,･

nopuedoaLnarte.-;Oh′ven,IYenttH

(R土masX工)

Ⅲ.私は炎と燃える

一私は炎 と燃える 私は黒い髪の女

私は情熱のシンボル

私の心は楽 しみを追いかけることで一杯なの

あの人たち私のことを授 しているのか しら一違 う｡お前をではない

一私の顔は青ざめている｡私の髪は三つ編みの金髪よ｡

あなた幸福に何度でも乾杯をしていいわよ｡

私はひとつの宝を大事にしているわよ

あなた私をお呼びになった?-いや違 う｡お前を呼びはしない

-私は夢｡見果てぬ夢よ｡

霧 と光の空 しい幽霊｡

私は肉体を持たない｡私は触れることもできない｡

私はあんたを愛せないの-おお来てお くれ｡お前こそ来てお くれ

Ⅳ.Yos卓cu畠Ielobjeto

Yos占cualelobjeto

detussusplrOSeS;

yoconozcolacausadetudulce

secretalanguidez.

乙Teries _..?Algtlndia

sabras,nifla,porqu卓:

tdacaso losospechas,

yyo los岳･

Yos色lo可uettlsueRas,

yloqueensuefiosYes,A

Comoenunlibropuedolo可uecallas

entu frenteleer.

乙TeTies ...?AlgBndia

sabras,nifla,porque:

ttlacaso losospechas,

yyo los色･

Yos色porqu色sonries

yユlorasalave∑;

Ⅳ.私にはその理由が分かる

私には分かる

おまえの溜め息の理由が何であるか

私には良 く分かる

おまえの甘い密かな憂彰の訳が

笑 うのかい‥.? いつか

お前にも分かるだろうよ 何故だかが

たぶん お前疑っているんだろう

私には分かるよ

私には分かる

おまえが何を夢に見ているか

そして夢でおまえが見ることを

私には読むことができる 額の中に

おまえが黙ってしゃべらないでいることを

笑 うのかい.‥ ? いつか

お前にも分かるだろうよ 何故だかが

たぷん お前疑っているんだろう

私には分かるよ

私には分かる どうしてお前が微笑むのかが

そしてその後すぐに泣 くのかが
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yopenetroen lo§senosmister土osos

detualmademuJer.

乙TeTies ...?Algdndエa

sabr畠S.nifia,porqu色:

mientrastdsientesmuchoynadasabes

yo′quenosientoya,todolo s占.

(Rimas 工一工Ⅹ)

V.volver畠n lasoscurasgolondrinas

Volveran lasoscurasgolondrinas

entubalc6nsusnidosacolgar,

yotrave2:eonelalaaBuscristales

Jugandollamar畠n,'

per°aquellas可ueelvuelorefrenaban

tu hermosuraymidichaalcontemplar,

私はお前の女の魂の

その神秘的な内奥に入 りこむのだ

笑 うのかい‥.? いつか

お前にも分かるだろうよ 何故だかが

お前は十分感覚が働 くのに

その実何も分からない

私にはもう感覚は失われてしまったが

すべてのことを知っているのだ

V.黒い燕たちは還 り

黒い燕たちは還ってくるだろう

お前のバルコニーに 巣に身を寄せに

そして再びそのクリスタルの翼で

戯れながら呼び声を立てるだろう

しかしお前の美 しさと私の幸福を

眺める為に飛用を差 し控えていた

aquellas可ueaprend土eronnuestrosnombres.‥あの者たちは 私たちの名前を覚えた

色sas‥.in°VOIver畠n!

Volveranla§tupidasmadreselvas

detujardinユastaplasaescalar.

yotrave2:alatarde.aunmsshermosas.

susfloresseabriran,･

per°aquellascuajadasderocio,

cuyasgotasmir畠bamostemblar

ycaer,como lagrimasdedia‥.

占sas‥.in°VOlveran!

volverandelamorentuョoidos

la§palabrasardlentesasonar;

tura∑(Sndesuprofundosueilo

talve2:despertara,-

per°mudoyabsortoyderodlllas,

comose adoraaDiosantesualtar.

comoyo tehequerido‥.desengafiate,

iaSinotequerran!

(RlmasL工工工)
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あの者たちはもう戻ってはこないのだ

からまり合ったスイカズラは

お前の庭の塀をまた登ってくるだろう

そして再び夕暮れ時には

はるかにずっと美 しい花が

咲き出るだろう

しかし富に覆われたあの者たち

私たちがその しずくを震わせて

一 日の涙のように滴 り落とすのを

眺めたあの者たちは

もう戻ってはこないだろう

お前の耳には再び戻ってくるだろう

あの燃え盛るような愛の言葉は

お前の理性はおそらく

その深い眠 りから醒めるだろう

しかし 言葉を失い呆然 として脆き

祭壇の前で神に祈るがごとくに

どれほど私がお前を愛 してきたかを

分かってほしい 私をおいて他に誰も

こんなにお前を愛することはできまい !



Ⅵ .olasgigantesqueosromp卓isbramando Ⅵ .巨大な波涛(なみ)よ

OlasglganteSqueOSrOmP占isbra皿ando

enla§playasdes土ertasyremOtaS.

envtleltoentrelas畠banadeespumas,

;llevadmeconvosotras!

Rafagasdehurac畠n.quearrebatais

dealtobosqueユasmarchitashojas.

arrastrandoenelc土elotorbelllno.

illevadmeconvosotras!

Nubesdetempestad可uerompeelrayo

yenfuegoornaislasdesprendidasorlas,

arrebatadoentrelanieblaobcura,

;llevadmeconvosotras!

LlevadLne,POTPiedad.adondeelv色rtigo

conlarazanmearranquelamemoria...

;Forpiedad!_..;Tengomiedodequedarme

conmidolorasolas!

(RlmasL工工)

巨大な波涛よ 不毛の遠い浜辺で

怒号を放ち 砕け散るお前たちよ

泡のシーツに身を包むお前たちよ

私をお前たちと共に連れていってくれ

ハ リケー ンの疾風たちよ 深い森からも

朽ち枯れた葉を奪い去るお前たちよ

竜巻を天空に引き起 こしながら

私をお前たちと共に連れていってくれ

台風の雲たちよ 雷光に引き裂かれ

稲妻の炎でその剥ぎ取 られた縁を

飾 り付けるお前たちよ 薄暗い霜に

悦懐 とさせながら この私を

お前たちと共に連れていってくれ

私を連れていってくれ お願だ

弦章が私か ら追憶 と理性を

根こそぎにしてくれる場所へ

お願だ !私は怖 くてならないのだ

この苦 しみ と共にただひとり

置き去 りにされてしまうのではないかと

1.詩連の分け方や句読点､単語の綴 りなどはすべて詩集 G.A･Becquer′RimasyCartas

EmpresaEditoriaZig-Zag,S_A.SantiagodeChile,1945(BibliotecaZZG-ZAG,

Ser土eCelesteNo.52)によった｡
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《 cinqmを10diessurdestextes

dePaulVal色ry 》

《ポール ･ヴァレリーの詩による

5つの歌》

(訳 服部洋一)

Ⅰ.Lafaussemorte

Humblement,tendrement,surletombeaucharmant,

Sur1-insensiblemonument.

Cued'ombres,d'abandons,etd'amourprodigu色es,

Formetagr畠ce fatigu色e,

Jemeurs.コemeurSSurto上.jetombeetjem■abats.

Mais畠peineabattu surles占pulcrebas.

Dontlaclose占tendueauxcendresmeconvie.

Cettemorteapparente′enquirevlentlavie.

Fr占mit′rouvrelesyeux′m-illumineetmemord′

Etm'arrachetoujoursunenouvellemort

Pluspr色cieuse可uelavie!

Ⅰ.偽 りの死

魅惑的な墓の上に

愛情 と親 しみに富んだ影 (亡霊)たちが

君のたゆたげな優美 さを形造っている

感覚のない墓碑の上に つましく優 しく私は絶え入る

君の上に息絶え くずおれ､倒れる

だが､灰の中に閉 じ込められて横たわっている彼女が

なきがらへと私をいざなう

墓の上に低 く身を伏すや否や死んでいた彼女は命を蘇 らせ

打ちふるえ､再び目を開き私を照 らし､私を噛む

そうやって私から生命 よりももっと貴重な新 しい死を

彼女はいつもその度 ごとにもぎ取るのだ

Ⅱ.L-insinuant

0Courbes,m占andres.

Secretsdumenteur

Est-1lartplustendre

Cuecette lenteur?

JesaisodJeVais.

Jet'yveujくCOnduire.

Momdesseinmauva土s

N-estFasdetenuire‥.

(Ouolquesouriante

Enpleine fiert色,

Tantdeliber七色

Ⅱ.ほのめか し

おお､曲が りくねった迷路のような

嘘つ き男の奥の手 よ

この回 りくどさよりも

もっと優 しい手練手管があるだろうか

私は自分がどこへ行 くのか分かっている

そこへお前を連れていきたいのだ

私の悪い企みは

お前を傷つけはしないだろうが

うぬぼれの絶頂で

あ りあまる自由を享受 して

微笑んではいても
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Lad占soriente日

0Courbes.m色andres,

Secretsdumenteur

Jeveux falreattendre

Lenotleplustendre.

皿.Lev土nperdu

J'ai,quelqueJOur,damsl'oc卓an,
(…aisjene saisplussous可uelscieuR)

Jet色cornLTteOffrandeaun色ant,

Toutunpeudevimpr色cieux.‥

Oui voulut tapert:e′aliqueur?

Jrob6ispeut一色treaudevin?

Peut一色treausoucidemomcceur,

SongeantauSang.VerSantlevln.

Sa transpareceaccoutum卓e

Apr色sunerosefum岳e

Reprまtaussipurelamer‥ .

Perducevim.ivreslesondes:

JIaivu bondirdamsi-airamer

lesf土9ureSle≦plusprofondes.‥

rV.Le sylphe

Nim niconnu

JesuisleparfuJn

Vivantet d岳funt

Damsleventvenu!

Nivuniconnu,

Hasardougenie?

Ape土nevenu
Latacheest finie!

N土 1unicompris?

Auxmeilleursesprits

Cued'erreurspromises!

Ni vuniconnu,

letempsd'unseinnu

Entredeuxchemises!

おまえは道を見失 って途方に暮れるだろう

おお､曲が りくねった迷路のような

嘘つ き男の奥の手 よ

私は一番優 しいあの言葉を

待たせたいのだ

Ⅲ.消えた葡萄酒

私はある日海で

どの空の下であったかはもう覚えてないが

｢無｣に捧げ物でもするかのように

高価な葡萄酒をほんの少 し海に投げ入れた

酒よ 誰がお前を失 うことを望んだろうか

この私が占者にでも従 ったのだろうか

それ とも私は心の不安に従ったのであろうか

葡萄酒を流すとき､血を夢見なが ら

海は香夜色の しぶ きが立った後で

いつ もなが らの透明さを

取 り戻 し いつ もの清浄さを取 り戻 した

その葡萄酒は消えて しまい､波は酔っ払い

潮風の中に私は最 も

深遠な姿が飛び跳ねるのを見たのだった

Ⅳ.空気の精

私は香気

見えもせず､また人に知 られることもない

吹 き来る風の中で

生 き､そして死ぬ

私は偶然 それ とも精霊 ?

見えもせず､また人に知 られることもない

吹けばすぐすぐ

私の役目は果てる

読 まれることもなければ､理解 されることも

ないのだろうか ?漂流を運命づけられた

精たちに勝 る精神 tには

見えもせず､また人に知 られることもない

私は肌着(シュミーズ)を着替える時に

絢が霞になるあの一瞬である

1.｢精たちに勝 る精神｣即 ち ｢人間たち｣の意｡
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V.Le≦Fas

Te≦Fas.enfantsdemomsilence.

Sainte爪ent′lenteLttentplac色S,

Verslelitdemavigilance

Proc色dentmuetsetglac色S.

Personnepure,ombredivine,

Qu'ilssontdoux, teeFasretenus!

DleuxL‥tousle≦dons可ueJedevine

Viennentamoisurcespiedsnus!

Si,detesl卓vresavanc卓es

Tupreparespour1-apaまser.

Al'habitantdeRespens卓es

Lanourrまtured-unbaiser.

Nehatepascetactetendre,

Douceurd'色treetden'占trepas,

Carj'aiv卓cudevousattendre,

Etmomc(巴urn'色taitquevospas.

V.足どり

おまえの足ビワ それは私の静寂が生み出し

たもの 清らかでゆっくりと歩を運ぶ

私の眠らないでいる寝床を目指 して

音もなく､氷のように冷たく

汚れない女よ､神々しい影よ

おまえの慎み深い足どりは

何 と優 しいのだろう ああ

私が持っている恵みのすべては

これらの素足 と共にやって来るのだ

もしおまえが

わが想念に住むものを鎮めるために

ロづけという糧を

与えてくれるなら

その優 しいふるまいを急がないでおくれ

在ると同時にまだ存在していない

甘美な期待よ なぜなら私はお前を

待つことを糧 として生きてきたのだから

私の心はおまえの足どりに

過ぎなかったのだから
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工エ ー テ - マ 男(1分 美白表



くトルドラ歌曲 テーマ別分類表 ,(作曲年はカブデ ビーラの茸料●に準する) ト ル ド ラ . テ ー マ jt - i

曲 名 (詩人名) 作曲年 テーマ/その他

Mentaifarigola (I.earner) 1915191519151915191619201920192319231924 風刺､老いに対する詣誠的表現 .老境 と追憶 ./薬草 (香辛料

(ハッカとタイムと)Festeig (I.Maragall) ) .老婆 .羊皮紙の様 な肌 .鼻メガネ .手に持 った靴下 .窓辺

･地 (水)平線 .溜め息 .時間逆行への強い願望

恋愛 .自然 と季節が喚起する追憶/星空 .浴 .爽やかな夜罵 .

(あいびき)Roman9aSenSe paraules (I.Maragall) 柔 らか く濡れた頬 .甘美 な無言の接吻 .夜の静寂 .燃 え盛 る太

陽 .激 しい陸風 .苔の無い問 .深 く満 ちた海 .八 月の暑い宵 .

忘れ縛め恋の思い出

子供の明るい無邪気 さ .庶民の生活の- こま .小 さな幸福/少

(言葉なきロマ ンス)Elsalbercoc9 ilespetitesco11idores 女 と弟 たち .噴水 .真 っ赤 な番薮の花び ら .冷たい水 .明るい

笑い声 .裸の赤ん坊 .言葉の無 い歌

子供 どうしの会話 .母の優 しさ .庶民的な幸福/杏子 .おい し

(杏子と小さな収穫者たち) (I.Camer)LamareStaVaalegre (I.Maragall) そ うな匂い .いやな冬 .北風に踊 る屋根瓦.鼻 こす り .か じか

む手 .優 しい母の微笑み .管 .唆炉 .杏子や桃の ジャム

自然描写/喜ぶ海 .梯 く午後 .泡立つ波の花 .太陽の光 り .大

(海は喜んでいた) きなマ ン トのような泡立つ波 .山羊のように汝に踊 る舶

Maig (T-Catasds) 自然描写 .自然の再生の美からの感興 .生命力あふれる昼 と哲

(五 月 )Abril (T.Catasds) 学的思索を涌かせ る夜の静寂/五月 .花咲 き匂 う大地 .海 .命

のあえぎ .クリスタルの雨 .輝 く水の流れ .明るい木 々の緑 .

夜明け .そよ風 .消えて行 く雲 .蜜蜂の微かな羽音 .深 く静か

な辛和 .蘇った世界 .弾ける愛 .甘美な忘却 .満月の夜 .花に

噴 くいわく言いがたい不幸

自然描写 .再生の時 を予期 しての胸踊 る期待感 .風俗習慣/ (

(四月)Cantlce1 (∫.Carner) 威厳ある)四月 .金色の陽光 .そよ風 .広い虚空 .木 々の新緑

透明で明るい緑の歓喜 .克 った歓喜 .泉 .降 り注 ぐ白いア-モ

ン ドの花 .戸口にrTむ乙女 .技やつたに覆われた窓辺 .朝霞 .

通 り過 ぎるE9月 .カラメ- リエス

吟遊詩人あるいは騎士物語的テーマ .中世 .海への憧憤 .惜 し

(吟遊詩人の歌)LeSgarbesdormenalca爪p (M.Sagarra) みな く与える愛/海 .船 .王位 .美徳の軽 さ巽 .椙 なわれた背

春の残 り .ローズマ リーの花

変わ らぬ自然 と失恋の感傷 との コン トラス ト/麦束 .神か ら与

(畑に眠る麦束)LloMBRA DEL LLEtX)HER組曲 (ハックベ リ-の木陰) (T.Garc色S)I.Al'ombradellledoner えられる良 き眠 り .畑 .うず ら .巣ごもり .七月の赤銅色のタ

暮れ .既に終わった収穫 .緑の葉陰 .通 り過 ぎる雌馬 .大切に

している技

(全体 として ｢別れ｣｢孤独｣をテーマ とする)孤独 .空想的恋愛 .夢見心地の少女/ハ ックベ リーの木 .泣 く

(ハックベ リーの木陰で)fr.CanGbdecomiat 乙女 .ヒースの冠 .夕やみ .故郷 .丘の斜面 .恋人のいない寂

しさ .暗い山の端 .騎士 .白馬 .そよ風 .星の光 .朝霞 .遠 く

に去 った影 と歌 .闇夜 と森 .小川のせせ らぎ .裸のハ ックベ リ

-の木 .夜空満天の星

故郷 との別離 .惜別の念 .自然描写 とその美 しさへの思い/ぷ

く別れの畝) どう畑 .枯れた花 .涼 しいハ ックベ リーの木陰 .ベ ンチの石 .

小川のせせ らぎ .め ぐり来 る四季 .九月の風 .陀 しい星夜 .押

かな海原 .春の山の霜 .燕のさえず り .星の瞬 き .教会の白壁
･澄んだ泉の水 .オ リーブの菜の梯 き .果樹園の湿 った香 り .
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DI.CanGdde gru皿et

(見習水夫の歌)

Ⅳ.CanGd de bre8EIOl
(揺 りかごの敵〉

V.Layidade lagalera
(ガレー船の暮 らし)

Roman9deSanta Lldcia (M.Sagarra)

く聖ルシア祭の恋敵)

Vinyesverdesvoraelmar (M.Sagarra)

(海のほとりの緑の葡萄畑)

Can9dde l'aJrLOrquepa8Sa (T.Garc色S)

(通 り過ぎ行 く恋人 (7モル)の歌〉

Amuntanya

(山に〉

Cocorococi

(コケコッコ- 1)

(I.earner)

(J.CarnBr)

CaLTtinBde fada (T.Garc色s)

(妖精の逆〉

RecanGa

く悔恨〉

(∫.Carner)

ト ル ド ラ . テ ー マ 六 - 2

勇ましい出帆 ･別れに対する托々しい態度 ･自然描写/マルセ

イユの丘 ･海 ･水夫 ･船 ･帆 ･マス ト･帆綱 ･涼風 ･海岸 ･松

林 ･鳥の歌声 ･ローズマ リーの香 り ･明けの明星 ･百合 ･青い

空 ･操舵手 ･三角旗 ･娘 ･夜露 .帆綱を鳴 らす風 ･港に待つ乙

女の□づけ

子守歌を通 して語るハ ッカ摘みに遠出している夫への妻として

の思い/夜明け時 ･星 ･芽吹いたばか りのオレンジ ･宝石の涙

のような朝霞 ･野原 ･咲 き初めたハッカ ･野いばら ･トゲ ･白

馬 ･鳥 ･月で明るくなる森 ･夜の薄明か り･薬草 ･そよ風 ･眠

り ･揺 りかごに眠る小さなお星様のような子供

世間 と隔絶された囚人船での生活 ･退 く離れた恋人への思慕/

ガレー船 ･枯 ･マス ト･只を持った北西風 (ミ小ラn ･溜め息 ･彼

女の待ちくたびれた唇 ･疲れを知らぬ両腕 ･不実な波 ･激しい

風 ･水面を切る権の雫が作る真珠､星､ダイヤモン ド･燃える

ような恋人の待ち焦がれる退 しい抱擁 ･胸に燃える希望の火耗

ねるイルカ ･マス トにとまる鴎 ･銀細工のような帆

風俗習恨 ･家庭的幸せ/聖ルシア祭の祝El･ノーバ広場 ･恋人

との散歩 ･縁日 ･朝 ･山の風情 ･クリスマス用のベ レンの飾り

(こけ ･マ ドローニヤの実のついた枝 ･水車小屋 ･羊 ･羊飼い

) ･墨の食卓 ･恋人 と出会った日の思い出

心の故郷としての自然/葡萄畑 ･海 ･帆掛け船 ･マス ト･鴎･

雪山おろしの凍てつ く風 ･黒い葡萄の房 ･金色の葉 ･水 ･切り

立った岩はだ ･夜明け ･夕暮れ時の心地よい緑

三人の少女たちの純朴で個性的な初々しさ/金髪の少女 ･棄色

の髪の少女 ･まぶ しい瞳の少女 ･愛の神(7モル) ･オレンジの木

陰 ･鳥 ･海 ･少女たちの笑い声 ･春 ･範色に輝 く空 ･姦しく鳴

く鳥たち ･ため息 ･潮騒のような歌声 ･砂よりも冷たくきめ細

かい大気 ･海 ･潮騒 ･小川 ･涜れ行 く午後の時 ･詩曲を葵で聞

かせる春の女神(JlJ7ベ-ラ)･愛の神に請 う両頬への口づけ

自然に抱かれることの至福 ･人間にとっての全てを充足した理

想郷 としての自然/神の澄み ･人の手によって植えられた4本

ずつの寄寂の花､5本ずつのカーネーション ･首鈴のついた羊

･時計代わ りの太陽 ･山あいの追 ･ポプラ ･樫の木 (或はルリ

ハコベ) ･空に浮かぶ雲 ･暖かい藁置き場 ･ろうそく代 りの星

明か り ･下男の代わ りにE]覚めの時を告げる鶏や様々な家畜た

ちの鳴 き声 ･豊富な恵みに包 まれた慎 ましい生活 ･オレガノや

ベニカルの花の香 りに包まれた健やかな生活 ･様相の木の十字

架 ･渓谷に打ち倒された悪魔 ･主と隣 り合わせの暮らし

新生の生命を寿 ぐ暖かいまなざし ･無機物の有機化あるいは動

植物の擬人化/婦人 ･出産 ･闇と静けさ ･微かに鳴ぎ声を立て

る新生児 ･語 り合 う天井､鴨居､南面､犬 ･夜更けに夜空の星

に出産を告げた碓鶏の鳴 き声

巽を持つ石=何にも束縛されない自由の巽を持つことの象徴/

海の上に作られろ過 ･海上を軽やかに滑る投げられた石とそれ

を妨げようとする夜の闇､鴎.暗礁､イルカの抱擁 ･海にある
妖精の迫 ･色白の赤い頬の恋人 ･笹薮 ･海上の道に吹 くそよ風

･自らの手で星を掴む事

若さ-何 も持たないのに全てを所有できる特権 ･貧困の中にあ

っても詩的陶酔へと至れる若い純粋性/術に長けた魔女 ･激し

い風雨や満開のアカシアの木に象徴される蘇った青春 ･豪雨の

中で読むソネット･穴のあいた傘に差 し込む月の光 ･傍らにい
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Cancbde l'oblit (T.Garc占S)

(忘却の歌)

Anacredntica

(アナクレオン風)

Can96 incerta

く迷いの歌)

(C.Arderlu)

(∫.Carnor)

CanGbde pa8Sar Cantant (M･ Sagarra)

(気にせず歌って過ぎよ〉

platx色ria (J.Salvat-PapasSeit)

(楽しい遊び〉

Divendres Sant (I_Carnclr)

(聖金曜日〉

灯しIEVECANCIONES POPULM S CATALANAS

(AmoniヱaCibn de cancioneS reCOgidaS en

Cantallops)

曲集 (9つのカタル一二ヤ民謡)(カンクリョー7こて
収集した民言畠4)八一モニトショ))

I.Matlnet me'n llevo jo

く早起きをして)

汀.EIpardal

(雀〉

凹.DeMatarb varem venir

く俺たちはマタローから)

ト ル ド ラ ･ テ ー マ 衣 - 3

る笑顔の恋に燃える乙女

悲 しみを隠蔽するものとしての需 ･北方的神秘性/ もの憂 く優

しい朝のさ霧 ･緑の丘 ･農場 ･道端のヨシ (植物) ･中庭の日

陰 ･風をとどめ松林を遠ざけること ･海の沖遥か船の見弓長り台

や帆を湿らせる需 ･弦 しい葡萄畑 ･潮の香 り ･山の稽木の匂い

愛の盲 目 ･致命的愛をめ ぐる古典的表現 ･自然 と密着 した神話

の世界/番鞍の茂み ･蜂 ･母 (シタラ)への訴え ･蜂の針 とアモル

の矢の比較

行 き先の分からぬ通 -人生の分岐点における不安 ･方向の遇択

に対するおぼつかなさと自然界 とのアナロジー/村 ･尾根の松

･青百合 ･ベールのような蜘蜂の巣 ･ぬかるみのある滑る冒険

者の近道や大胆不敵な者の出世する道 ･油木に現われた恋人た

ちの退 ･苦悩する者が安 らぎを求めて逃れて来る退 ･いつ命を

落とすやも知れぬ茂る葉陰 ･迷いに満ちて行き先の分からない

追

青春を最大限に詣歌すること ･ ｢カルベ ･デ ィエム (汝の時を

数えよ)的教訓 ･若い乙女に諭す聖にも俗にも関与 しない超越

した態度 ･風俗習慣をふんだんに交えた比喰/四月 ･休みなく

吹 く風 ･芳香をまき散らす聖木曜日 ･摘んではならない寄蔵の

花 ･聖体祭の行列 (馬上で太鼓を駁 く人 ･祭 りの衣装 ･巨人の

人形 ･エニシタの花 ･葬式 ･葬送行進の先頭を行 く十字架 ･見

てはならない棺桶 ･伊達男からのせつない求愛 ･占いの老婆 ･

災いの星 ･はかなくも枯れ萎れる若い容姿 と美 しい頬 ･すべて

を気にせず歌って過 ぎること

恋のたわむれ ･恋のかけひさと ｢か くれんぽ ｣とのアナロジー

/子供の日常的遊び (隠れんぼ､追いかけっこ､場所あて) ･

恋人に対 して無関心を装ったりしないこと ･ご褒美のキス ･許

しの印としての微笑み ･ほどけた三つ編みの髪を直 してあげる

こと

自然の静寂 と一体化 している宗教的敬度さ ･過去と現在との同

時代的感覚/まどろむ風 ･光を失った空 (夕暮れ時) ･いばら

の茂みの鳥たち ･愛され し人 (キリスト)を起 こさないこと ･この

世の罪で疲れた両目.両院 ･血染めの顔 ･風に吹かれる一輪の

呑寂のごとき過ぎ去 りし青春 ･十字架に弓長りつけられたままの

姿

(カタル一二ヤの民謡の八一モニゼーション)

朝の爽快さ ･海辺での恋人との出会い/早朝 ･日の出 ･口笛 ･

日当たりの良い斜面 ･恋人の澄んだ明るい声 ･茂みの随

三人の恋人のいる男の恋の舷末が鳥のアナロジーを用いて語ら

れる/眠 りについた雀の歌 ･恋人の気を引 くための足取 り ･恋

人の留守中の召 し使い､荷車引き ･夜11時の耽浅 ･夜の外出 ･

聖マジー教会 ･娘を口説 くための帰郷 ･三人の恋人

憧れの女性を捜 し求めて旅する男たちの歌/マタローからリパ

ス ･サルターニヤへの遁 ･土曜の午後 ･善良な父を持った娘 ･

松の実みたいな口元 ･きれいな歯並び ･赤い唇 ･雷夜の頬
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Ⅳ.Flora-olvar

(オリーブ畑の花)

V.Elrein'ha fete8 fercrides

く王様はおふれを出されて)

Ⅵ.Ai,minyonS可ueaneupelman

くああ､世に出ていく若者たちよ)

Ⅷ.Sotaelpontd'or
く金の絹の下で〉

Ⅷ .Unacanconetanova(La quadrilla)

く新 しい歌〉 (山賊の歌)

Ⅸ .No t●espantis,Alabau

(アラバウよ､怖れることはない)

L入ROSAALS LLAV工S (I.Salvat-Papa8Seit)

組曲 (唇に番薮を〉

∫.Sianessistan lluny--

(もしもおまえが遠 くに行ったら)

Ⅱ.Mocadord■olor.‥

(残 り香のするハンカチは)

Ⅲ.エelseuesguard...

〈されど彼女のまなざしは〉

rV.IelWentdeixavadintre larosella

くそして風はひなげしの花の中に)

V.Ser占 atacambraamiga
(恋人よ､私は君の部屋へ行こう)

Ⅵ.Viscal'amOr
(朽ちずあれ 愛よ〉

SEISCANCIONES

組曲 (6つの歌〉

Ⅰ.Lazagalaalegre (P･de J色rica)

(小粋な娘)

ト ル ド ラ ･ テ ー マ 兼 - d

水 くみに行 く乙女への求愛/オ リーブの花のような乙女 ･オレ

ンジのある果樹園 ･乙女によって水をやられたカーネーション

王様による戦のおふれ ･若妻 と別れなくてはならぬ武将の嘆き

/スペインとポル トガルへの派兵 ･騎兵 ･要のいる総大将 ･妻

との別れの辛さ

これから従者として主人に使えようとする若者に対する警告と

自己の苦労話を通 して語る教訓/世に出る若者たち ･立派な主

人に出会 うことの大切さ ･自分の主人はどうしようもない奴

川で洗濯をする三人の少女 ･王子との恋愛/三人の少女 ･金の

桶の下 ･洗掘 ･物干 し ･すみれ摘み ･通 りかかる散歩中の王子

･池の面に小石を投げること ･水に映った姿に当たること･心

臓のど其ん中への命中

盗賊 ･山賊の歌/新 しい歌 ･ぷんどり品は全具の財産であるこ

と ･集合の号令

虚偽の結婚 ･しつこい求愛の轟にある虚構/グステ ィー邸の羊

飼い ･女中への熱心な口説き ･手練手管 ･ものにした後雲隠れ

すること

(全体 として楽天的な恋愛感情をテーマとする)

愛の告白 ･なにものにも変えがたい理想 として恋人を智美/行

く末定かならぬ運命 ･忘れ得ない恋人の記憶 ･慰めにはならぬ

乙女から捧げられる花束 ･ささや くような歌声 ･酒宴 ･観相へ

の乗船 ･船尾係になること ･マス トに掲げる旗 ･旗かげに浮か

ぶ恋人の姿

恋人 とのしばしの別れ ･残 り香に辿る生 々しい愛の記憶/胸に

押 し当てたハンカチ ･残 り香 (別れの涙の香 り) ･愛に震える

恋人の滑 らかな肌 ･芳香を放つオレンジ ･高鳴っていた鼓動

致命的まなざし ･花に象徴する□づけの感覚/絡み合ったまな

ざし ･恋の虜となった自分 ･花の捧げ物 ･ささやき ･瞳への口

づけ

恋人への賛美/風 ･ひなげしの花 ･太陽の輝 きのような小麦の

粒 ･喝の光にばら色に染 まる山頂の雪のような口元

恋人をものにしようとする男の気持ち/恋人の部屋 ･駅の開閉
を司るキューピッド･恋路にたけた抜け目のない男 ･叫び声を

上げさせないこと

勝 ち得た愛の喜び ･変の永遠性への切望/満ちたりた五月のよ

うな恋人 ･乳の様に白い肌 ･戸惑い高鳴る的

(黄金時代の詩人のカスティー リャ語の詩をテキス トとする)

(全体 として愛の ｢二律背反｣をテーマとする)

恋に身を任す青春の詣歌 ･伝統的 ｢女やもめ｣のテーマに基づ

く皮肉な風刺 ･現実的､剃那的快楽への欲望 (若さと老い)/

小粋な娘 と年老いた母 ･恋を弁護するための言い訳､歌と踊り

･若い男が若い女に出すちょっかい ･若 く自由であるからこそ

可能な愛の享受 ･家庭の主婦の持つ束縛
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H.Madre,unoB Ojuerosvi (i.ope de Vega)

(母さん､僕は瞳に魅せられた)

Ⅲ.MafbnitadQ SariJuan (andnimo)

(聖フアン祭の朝〉

Ⅳ.Nadiepuede Berdichoso (Garcilaso)

(誰も幸福な者など)

V.Cantarci110 (Lope de Vega)

く/ト敬一様相の樹を

めぐり飛ぶ者よ〉

Ⅵ.Despu色9que te COnOCi (Quevedo)

(お前のことを知ってから〉

DOCSCANC工ONES POPULARES ESPANOLAS

曲集 (12のスペイン民謡〉

I.Conelplcotin (Bur908)

くどコティン)

H.Lapanaderita (Lean)

(バン売 り場〉

nl.No llores,niila (Sevilla)

(泣くんじゃないよ〉

Ⅳ.iRataplan!-EIs tres taLnbors

(ラタプランl-3つの太鼓〉 (cataluEla)

V.La .baLnba"I EIcolumpio (MAlaga)

(ラ ･バンパープランコ)

Ⅵ.Laperrita chitaAhada.Cancibn de

cuna (かわいい子犬〉 (Asturlas)

ト ル r{ ラ ･ テ ー マ 7t - さ

致命的 まなざしと ｢眼｣のテーマ (生 と死)/緑色の明るい美

しい嘩 ･人をあざける瞳 ･天の軌道から逸脱 した嘘 ･嫉妬へ変

わる希望 ･生 と死の同居 ･人を欺く幸運の色 ･見せかけと偽 り

の愛 ･自己の喪失と破滅への誘惑

風俗習慣 ･聖なる場所での侶なる欲望 (聖 と俗)/聖フアン祭

の早朝 ･御婦人たちと伊達男たち ･大 ミサ ･着衣 と美 しさの描

写 (重ねスカー ト･黄色のマンティー リャ ･金 と真珠で飾った

刺繍の襟飾 りのあるブラウス､微笑む口元 ･白肌 ･薄化粧 ･シ

ャ ドーを塗った目元) ･太陽のごとき美 しさ ･周囲の羨望 ･愛

の虜になった男たちの抱 く恋心 ･聖職者たちの俗なる欲望 (ク

レドの歌い遠い ･聖預 日課の読み違い ･アーメンの言い間違い

)

幸福 と不幸 とのパラ ドクシカルな同時性 (事 と不幸)/恋する

ことほど幸福なことはなくまた不幸なことはない ･愛を牲持し

ようと思った刺郡の諦め

子守歌 ･母性愛 ･安息 とこれを脅かすもの (安心 と不安)/揺

欄の木 ･天使 ･幼子キ リス ト･眠 りと安息への希求 ･怒 り狂 う

風 ･騒音 ･泣きつかれ ･氷のような寒風 ･逆境の中における無

防備

愛の告白 ･すべて価値あるものが恋人の存在によって色あせる

現象 (価値の失墜あるいは逆転)/意味を失 う太陽､蓄蔵を嘆

かせる四月､夜明け､闇夜を照らす光､星 (占星術)等 々と恋

人 とのアナロジー､天への願い立て ･手近かにある至福 ･真珠

貝と口､真珠と歯のアナロジー

(スペインの各地方の民謡のハーモニゼ-ション)

プルゴス民謡 ･奥手娘をはやす歌/軽妙なタンバ リンの音 ･菌

蔽 (女)と百合 (男) ･水っぽ ･とんが り棒 ･かたつむりと殻

･言い寄る男を膏薬に例えること ･あべこべに鼻に釘を打たれ

る女

レオン民謡 ･ (バン売 り)少女の美 しさの鞍美/村の出入り口

バン売 り娘 ･麦穂のように金色に輝 く髭 ･′ト麦粉のように白い

肌 ･真紅のアマポーラのような両頼 ･バンの香 りのする両手 と

うなじ ･うなじへのキス

セビー リャ民謡 ･悲 しむ少女を慰める歌/セビージャから来た

娘 ･破れたエプロン悲 しさに泣 く娘 ･花を摘みに誘 うこと ･白

と赤のカーネーション ･レタス

カタル一二ヤ民謡 ･英蛙気取 りの太鼓たたきと乙女への求愛/

凱旋の曲 ･3つの太鼓 ･花束 ･バルコニーの娘 ･蓄蔵の献花を

せがむこと ･奇薮の代わ りのプロポーズ ･太鼓 と花束が全財産

マラガ民謡 ･やがて弟姉になる娘への漠望/プランコに乗って

いる娘 (兄の許嫁) ･聖アントニオと娘のアナロジー ･プラン

コを摺する女と若者の穏やかならぬ心 とのアナロジー ･赤いネ

ッカチーフ ･天から降る宙液の花 ･兄との結婚だけに心耳われ

ている娘への嫉妬

アス トゥー リアス民謡 ･子守歌 ･迷子の仔犬に寄せる子供心の

心配 と愛情/迷子の仔犬 ･猫にいじめられる懸念 ･死にそうな

程の悲 しみ ･呼び売 り商人に救える仔犬の特徴
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ⅤⅡ.Elpajaroeraverde (Burgos)
くその鳥は線色 してた)

Ⅷ.EI "Kyrie EIBi80n■-N上tdeyella

(キlJ工.エレイソ)-クリス7スの夜) (cataluEta)

Ⅸ .LorenZlOy Catalina (Asturias)

(ロレンソとカタリーナ〉

X･Unaveヱen elnercado (vaBCOngadaB)
(かつて市場で〉

XI.Clo-clo (Asturlas)

くタロ ･クロ)

XI.Tengo un arbolito (Santander)

くおいらが持ってる苗木)

As froliflagdostoxos (̂ ･Noriega)

(ハ リユニシタの花〉

Aquarel･ladQIMontBenY (P.Ribot)

くモンツェニュの水彩画)

トル ド ラ ･ テ - 7 恭 一6

プルゴス民謡 ･行方知 らずの小鳥を悲 しむ少女の歌/馬の以内

鳥かごのあるバルコニー ･夜に除 く窓辺 ･操の羽を持つ馬 ･居

場所 ･譲る場所への心配

カタル一二ヤ民謡 ･キ リス トの降誕 と参詣の羊飼いたちの描写

/処女から生まれた幼子 ･崇高な光 ･羊飼いたちと捕えた羊の

群れ,蜂蜜､果実､アーモンド､ハシバ ミ ･持っていかなかっ

た梨 と林拍

アス トゥ- リアス民謡 ･太陽と月の結婚 ･どもり/ロレンソ(

太陽)とカタリーナ (月) ･夜 と昼の旅 ･恋 とプロポーズ ･に

ぎやかな婚礼 ･星のマン トを看た美 しい花嫁

バスク民謡 ･市場での買い物 ･貧乏 とあきらめ/旬の子豚とそ

の泣き声 ･張 りの良い太鼓 とその音色 ･鍛メッキの呼び子笛と

その音色 ･-文無 しと諦め

アス トゥ- リアス民謡 ･行方知れずの雌鳥の行方を訪ねる歌/

いなくなった雌鳥の行方を隣人に尋ねること ･知らない (こと

を装 う)隣人 ･置き残されたひよこたち ･ひよこの鳴き声

サンタンデール民謡 ･苗木育ての歌/1本の苗木 .水はなかな
か雨の降らない天からのもらい水 ･郷里の歌の掛け合いの言葉

(合いの手､噂 し文句) ･技の葉と白い花 ･早 く育てとの罷い

･つきっきりの面倒見 ･船の帆柱になること

自然描写 .はかなく小さな草花に投形する自己の人生観 ･虚的

を捨てた本質的価値への憧れ/白い蓄義 ･赤いカーネーション

･ハ リユニシタの花 ･イバラの陰での臆病そうな微笑み ･胃雨

(オルバージャ) ･朝の空 ･ダイヤモン ドの輝 き ･荒れ地に咲

いた貴重な黄金 ･年経 りし黄金

自然描写 ･自然に包まれることの至福 ･何 もなくとも大切なも

の全てを生み出すき妄生の息吹 ･ギ リシア的調和/雪解けの清水

･新鮮な空気 ･神に仕える人 ･永遠の香 り ･青い空 と緑の野辺

･古 く美 しい絹のような調べ ･唄水盤 と泉 ･山へ登る羊 ･夏の

新鮮な牧草 ･涼をもたらす絵 ･良き羊飼いの思い出

*ManuelCapdevila,Edualdo ToldraMdsico.EdicionesUnidaS.S.A.Mallorca′604-608.Barcelona,1972.
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･モンポウ歌曲 テーマ別分類表 >(作曲年はクララ ･ジャネスの宋料●に韓する) モ ン ポ つ ･ テ ー マ 衣 - 1

曲 名 (詩人名) 作曲年 テーマ/その他

L■horagⅠ.1sa (M.Blancafort) 1915192519261926192819421946 中間的 .過渡的嘆昧性 .暗闇の中での一抹の希望/眠 り.樹々 .山々

(灰色の時 間) ･鳥 .風 .煙 .祈 り.金の星

OUATREME工カDⅠES (F.MOmpou) 不安､悩み､希望､苦しみを印象派的に綴った詩 .光 と闇との対比､

組曲 (4つのメロデ ィー) 自然界の事物 と心象風景 とのアレゴリー

∫.Rosadelca爪i 静寂に包まれた惟惇憾 .明E]に希望を見出そうとする姿勢/甘い惟惇

(道の辺の希菰) ･闇夜 .星 .蘇 .暁 .寄蔵 .追

Ⅱ.COrtinade fullatge 暗闇と光の対比 .故郷へのノスタルジアと帰巣願望/遠 くに見える故

(緑葉のカ-テン)皿.エncertitud 郷の街の灯 .枝に隠れた住みか .見えない月の存在 .森の薄暗間 .ひ

とす じの優 しい光 .月の光 .汝の目の上 .群葉のカーテン

不確定さから来る人生の先 々への不安 .定められている愛の行 く末/

く定かならぬこと)Ⅳ.Neu 不確定さ .滴点星座の夜空 .愛の運命 . (暗い欲望に比べて余 りに明

るい)草原､夜､空

降る雪 と悲 しみと苦 しみに散 り散 りに引き裂かれた心 とのオ-ヴア-

(雪)Can90neta incerta (J.Carner) ラップ/雪 .天空の花 .散 り散 りに乱れる心 .引き裂かれた命の貴 .

空白の貢 .小雨 .千々に乱れる苦悩 .深い悲 しみ

人生の分岐点における不安 .方向の選択に対するおぼつかなさと自然

(迷いの畝)TRESCOMPで工NES- 1 (F.MOmpOu)組曲 (3つの遊び歌 (1926))Ⅰ.Daltdーuncotxe 界とのアナロジー/村 .尾根の松林 .青百合 .くもの巣 .近道 .ぬか

るみ .雑木林 .茂る葉陰

数え歌等を含む創作的童謡荷馬車の上で牛の首輪を鳴らす乙女/荷馬車 .娘 .牛の首鈴 .放 く30.

(荷馬車の上で) 40) .苦い7-モンド.熟れた松の実

正.Margotlapie ダビドに足を切 り落とされた韻/綿 .輿 .足を切 り落として芋のよう

(指マルゴ) にする

Ⅲ.Hevistdins la lluna 月に住んでいる生意気な三羽の兎/局 .三羽の小鬼 .プラムを咽る .

(月の兎がプラムを咽る)Lenuage(雲)COMBATDELSOMNⅠ (I.Jan色S) ならず者 .パイプ .蕊 .奥さん .ぶどう酒頼れるものを何一つ持たず､演 とした目的へゆっくりと進航する脆 く

伊い船/舵 (低速進航,船長のいない船.蛇のない白い船) .断たれ

た記憶のモヤイ鯛 .失われた願望のコンパス .壌 しい潮の流れに乗る

･輪郭のない島 .時間の関与 しない空間 .透明な静寂 .鼓動だけで時

を刻ゎ .次第に崩壊する船彩 .実態の消滅 .遠い水平線の彼方 .花咲

く大地の明るい顔 (かんはせ).停さと脆さの比喰 (四月の雪,太陽に浦け

ろ帆柱,潮風に腐食する船首材) .農 しの目的港

(恋人との出会いと､妓女との関わ り合いそして披女の死を前にした

組曲 (夢のたたかい) 悲痛な心境をテーマとする)

I.Damuntde tdno爪色S les florB 花のごとく美 しく死せる恋人を前にしての悲痛な思い .恋人を永遠に

く君の上には花だけが)打.Aquestanit unmateixvent 失った苦 しみからの逃避 としての死への厩望/花 .白い捧げ物 .体を

照らす光 .花の口づけ .芳 しい命 .花の吐息 .百合 .朽ち果てていく

命 .雲散需消 していく夜 .感覚の消失

現実的肉体的には結ばれることのない愛が超現実において結ばれ. ｢

(今夜同じひとつの風で) 不在｣を抱 き合 う透明な世界/衣 .風 .燃える帆掛け船 .海 .音楽と
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Ⅲ.Joetpressentiacom lamar

(海のような君を〉

Ⅳ.res-ne laylda transparent

(私の命を浄めておくれ〉

TRESCOMPl一工NES- 2 (F.Mompou)

組曲 く3つの遊び欺 く1943))

Ⅳ.Agerrin′a8err急n

(アセ リン ･アセラン〉

V.Petite fillede Paris

くバ リの可愛い女の子〉

Vl.Pit.0,pito,colorito
くどト･ピト･コロリー ト〉

DOSMELOD工AS (I.氏.Jim占ne2:)

組曲 く2つのメロディー)

Ⅰ.Pastoral

(パス トラル (牧歌)I

Ⅱ.Llueve sobreelどlo

(川面に雨が降る)

Cantardelalma

(魂の歌) (S･Juande laCruz)

CanGdde la fira (T.GarcるS)

(縁日の歌〉

AureanadoSil (氏.CabanilleS)

(シルの砂金とりの乙女)

SamMarti (P.Ribot)

(サン ･マルチィ〉

Primerospa8OS

(最初のあゆみ) (ClaraJan卓S)

t ン ポ r) ･ テ ー マ 長 -2

遠に見る夢 ･旋律 となり無 と化 した口づけ ･白い炎に燃えるまなざし

･白百合のような絹肌 ･溜め息する結合した肉体

言葉や他のものを以てしては表現 し得ない恋人のもつ無限の魅力/ (

恋人の予感 としての)海､広 く自由な風､すべての偶然や宿命を超越

した存在､自己の命の息づかい ･限 られた創造力 ･限 られた夢 ･名前

でもひとつの振る舞いでも､また剃那的であ りきたりでもない恋人の

存在 ･言い表す言葉 も恋人にふさわしい風景の永遠の不在

恋人の力にすがって自己の昇華を図ろうとする,求愛/命の浄化への

希求 ･手の浄化 ･安 らぎ ･恋人の道に生まれた白い星に従 う･他の女

たちへの無関心 ･青を切望する忘我の河 (いかなる ｢早ま｣にも脅かさ

れぬ流れ)となること ･不幸な愛 との決別

数え歌等を含む創作的童謡

のこぎりで木を切る動作の模倣 と共に歌われる遊び歌/サン ･フアン

岳の山頂 と谷で働 く巧みな樵(きこり)･鹿匠の生活 (席を呼ぶ声)･パ

ンと梨

(遊びの形態は不明)/パラダイス (天国)に行 くための靴を借りる

こと ･それぞれが聖人たちの道をたどること

輪になって数え歌を歌い､最後に鬼に当たった子供が輪から抜ける遊

び/かけ声(ビトビトコ｡リートl可愛い黒んはのどト?)･行き先について
の質問 ･正 しい道へ行 くこと

夕暮れの道を恋人のもとへ と行 く/夜の闇に溶け合 う日暮の過 ･曙し

たがる愛 ･山々の明か り･海から吹 く風 ･花 々の香 り

不安に凍える心を雨が降る川面に浮かぶイグサを積 まない船に例える

/川面 ･雨 ･水 ･技の岸辺 ･強 く匂 うイグサ ･不安な香 り･凍える花

弁 ･舟 ･空虚な世界に浮かぶ夢 ･イグサを積まない舟 ･凍えた心

何者にも分け隔てなく恵みを与える神の力を泉に例えた神秘主義的信

仰心/永遠の泉 ･見えない泉のあ りか ･万物の源､空 と大地の源たる

泉 (秤) ･天 と地獄と人 ･広大な許容力 ･生きた泉 ･命のバン ･闇夜

恋人の持つ果て知れぬ欲望を柵愉する/いっぱいの宝物 ･見物疲れ･

心でつ く溜め息 ･綿菓子 ･ガラス細工の子馬 ･耳飾 り ･シンバルの音

･尽 きる串のない欲望 ･燃え盛る縁日 ･満天の星 ･火花を散らす風.

緑E]の終わ り ･星をつかむこと ･金の師 り ･ピエロのほほえみ

心を開いてくれない恋人への綴い/砂金 ･乙女 ･苦い涙 ･純金 ･胸を

切 り刻いて見せる真実の愛 ･不幸な変 ･本当の優 しさ ･両目の涙をぬ

ぐい去る

聖なる山サ ン ･マルチィへの賛歌/凡百の山 々 ･不動の意志 ･へびの

随 ･松の香 り ･存在の根 ･羽毛 ･風 ･軒菊酒 ･殉礼者へ送る息吹 ･風

景の内奥 ･キ リス トの騎士 ･へびとどくのを立つ則 ･炎と家の守詣･

シナイの声の守 り手

恋人への洋美 と愛の成就への叙望/樹のような体 ･湖のような暁 ･抱

擁に身を沈める ･非時間的時間 ･奇跡の存在 ･抱擁に出会うまで求め

続ける愛 ･空に息途絶えた太陽 ･遠ざかるあゆみ ･残った夢
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CANCエONES BECOUER工人NAS

(G.A.叫 uer)

組曲 くべッケルの詩から)

I.Hoy la tierra y los cielos me

sonrlen

(大地と空 とが微笑みを

与える今日)

Ⅱ.i,os invislbles Atom08 del aire

(目に見えぬ空気の粒子が〉

m.Yo 90y ardientB,yO SOY JTtOrena

(私は炎と燃える)

Ⅳ.Yo s色 cual el objeto

(私にはその理由がわかる〉

V.Volveran las oSCuraS 901ondo-
rinas

(黒い燕たちは退 り)

Ⅵ.01as giganteS

(巨大な波涛(lJみ)よ〉

CINCCHANSONS SUR DES PO丘MES DE

PAULVAL丘RY (P_Val色ry)

組曲 (ポール ･ヴァレリーの詩による

5つの歌)

Ⅰ.La faus68 mOrte

(偽 りの死)

n.L'insinuant

くほのめかし〉

Ⅲ.Le vln perdu

(消えた葡萄酒〉

モ ン ポ ウ ･ テ ー マ 表 - 3

恋人 との出会いに感する喜悦.虚 しい期待.非存在的なものへのプラ

トニ ックな愛情の優越.愛をめ ぐる男女の対比,再び戻ってはこない

愛,轄烈な状況からの逃避展望を扱 う.愛の二律背反.

憧れの人 との利那のまなざしの絡み合いに喜悦する/大地 ･空 ･ほは

えみ ･魂の奥底にまで届 く太陽の光 ･彼女との出会い ･視線の絡み合

い ･幸運が起 こさせた剃那の信仰心

強烈に感 じられてくる愛の予感 と､何 も起こりはしないだろうとの連

敬/鼓勤 し燃え上がる透明な空気の粒子 ･金色の光 りに砕け散る空 ･

喜びに身震いする大地 ･和音の音に浮遊しながら聞こえて くる口づけ

の音 ･巽の音 ･閉 じられた晩 ･期待 と期待はずれの達観

自己の魅力を誇示 し過信する悦楽の追求者 としての女 と実態のないプ

ラ トニ ックな非存在 としての女を対比する/炎と燃える県い神の女 ･

情熱のシンボル ･悦楽の追求 ･過剰な自意識 ･青ざめた顔 ･三つ編み

の金髪 ･大切にしているひとつの宝 ･見果てぬ夢 ･霧 と光の空 しい幽

霊 ･非肉体的存在で不可蝕的存在 ･人を愛することのできない女

何でも知っていると思いこんでその実何も分かっていない女と､その

女の行動や心理の動きの理由のすべてを知 りつ くしている男とを対比

する/溜め息の理由 ･甘い密かな変官 ･笑い ･疑い ･夢 ･言葉に現わ

れない内心を読むこと ･微笑みの理由 ･泣 く埋由 ･女の魂 ･神秘な内

実 ･感覚があって知ることができぬこと ･感覚は失われたがすべてを

知っていること

春がめ ぐり追ってきた自然 と､遇ってはこない昔 日の愛の対比/無い

燕の群れ ･バルコニーに架けた巣 ･窓ガラスを震わす粥の音 ･･枯み

あったスイカズラ ･庭の塀 ･夕暮れ時 ･咲き出でる美 しい花 ･還って

はこないかつての愛の目撃者たち ･女に (他の男から)再び与えられ

るであろう燃えるような愛の言葉 ･深い眠 りから覚める女の理性 ･言

薬を失 うほど神に祈るようにしてまで愛 してきた男の愛の激 しさ､深

さ

悲劇的現実からの救いを求める/巨大な波清 ･不毛の通い浜辺 ･泡の

シーツ ･ハ リケー ンの疾風 ･深い森 ･朽ち枯れた葉 ･竜巻 ･台風の雲

･雷光 ･稲妻の炎 ･薄暗いZS･旺丑 ･根こそぎにされる追憶と理性 ･
苦 しみの中に置き去 りにされる恐怖

ヴァレリーの詩集 (魅惑 (即ち詩篇)charmeO ) (全21,捕)から遇ば

れた5福の言寺による)

セックスの伐惚を死に愉える伝統的な ｢愛 と死｣のテーマと官能的描

写/肉体の比喰 (魅惑的な基.愛情 と親 しみに富んだ亡霊,感覚のな

い墓碑)何度も繰 り返そうとする愛の営み.死から蘇生への変貌の描

写 (疫学,開かれた眼.噛むこと)女の果てしない欲望のえじきとな

る男

女をものにする男の本心/女を物にするための手のこんだ男の手管 ･

相手を傷付けない悪企み ･今は優越に浸っていながらやがては男の手

中に落ちるうぬぼれ女

｢ぶどう酒=血｣の比境を通 して､無への捧げものの行方を語る/記

憶の定かではない海 ･ ｢無｣への捧げもの ･無駄になった高価なぶど

う酒 ･血の連想 ･水煙を上げた後すぐに透明さと清浄を取 り戻す海 ･

ほのかに酔った波 ･潮風の中に見る酒柏の飛用
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Ⅳ.Le sylphe

(空気の持〉

V.kspaB
く足どり〉

モ ン ポ つ .テ ー マ 長 一J

人知には決 して知 られることなくその役目を終わること/透明にして

不可視.人に理解されることのない香気 ･惑流を運命づけちれた人間

･肌着の着替えの-坑に香る匂いのような存在

忍び寄る恋人の足どりをめぐる愛の幻想/恋人の足どりの描写 (清浄

さ.ゆっくりした歩み無音,氷のような冷たさ.慎み深さ,優しさ)

･すべての恵みをもたらすものとしての足どり ･高ぶる想念を鎮静さ

せる口づけ ･存在的非存在 ･甘美な期待 ･待つことを梅 として生きて

きたこと ･恋人の足どりがすなわち己の心であったこと

本論の参考文献表に掲げたモンポウに関するさまざまな資料のうちには､作品の作曲年について必ず しも一致 していないも

のもある｡例えばここでは歌曲第 2作 としている (4つのメロディー)は.ロジェ ･プレヴェルの着否では.第3作 (迷い

の歌〉と同じ1926年の作 としてあ り､また (3つの遊び取第 Ⅰ集)は､ 1928年の作 となっている｡本末を作戒するに当たっ

ては､ClaraJan由.FedericoMoJnpOu -Vida,textosydocumentos,FundacibnBancoExterior,Madrid.1987を参考と

した.
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ⅠⅡ - 作 曲 家 略 年 書普

< トル ドラ略年譜>

1895

1902

1905

1906

1907

1909

1910

1911

1912

1913

1914

4月7日､どリャノーバ ･イ ･ジェル トゥルー (パルセローナ近郊)にて､フラン

シスコ ･トル ドラとその妻アン トニアの第4子 (末っ子)としてエ ドゥアール (カ

スティー リャ語名エ ドゥアル ド) ･トル ドラ ･ソレール生 まれる｡父 フランシスコ

はどリャノーバの出身で､母アントニアはタラゴーナのラ ･セルバ ･デル ･カンポ

の出身｡アントニア､エンリケ一夕､フランシスコの4人兄弟の うち､すぐ上の兄

フランシスコとは6才離れている｡

11月､ビラノーバ協会 (LaUnid Vilanovesa)のコンサー トにて､ヴァイオ リニス ト

としてデビューする｡

9月19日､パルセロ-ナに出る｡11月､コンセルバ トー リオのコースに入 り､学校

の生徒によって編成されるオーケス トラに入団する｡

10月 1日､パルセロ-ナ市立音楽学校に入学 (シウダデーラ公園の旧校舎)｡ここ

で リュイス ･ミリェー ト (ソルフェージュ)､ラファエル ･ガルベス (バイオ リン

)､アント一二 ･二クラウ (和声芋)に師事する｡

4月､マ リネ-ラ (セーラー服､当時の子供服)か ら､成年男子の服装に変える｡

プロとしての仕事を始める｡一方で､テア トラ ･コミ-ク (喜劇劇場)の巡業に加

わ りつつ､他方では､指揮者ニクラウ率いるオーケス トラに入団 し､バラウ ･デ ･

べ リャス ･アルツ (Palaude BellesArts)でのコンサー トに4回出演する｡

4月26日､レウスにて､ トル ドラ､プラナス､ガルガンクの トリオで､室内楽の初

の演奏をする｡8月14E]､ブラ-ナスにてヴァイオ リンの初の リサイタルを行 う｡

12月21日､ヴァイオ リンの特別賞を競 う試験に挑戦するが､不公平な審査によりタ

スクウ ･ニクラウに貫を授与 したことで､主催者側は曙衆の翠髪 と抗議をか う｡

7月4日､レナシメン弦楽四重奏団 (EIQuartetRenalxement)として初めての練習

を行 う｡10月､初めてヴァイオ リンの個人教授を行 う｡

1月､1911年度の試額にて､5名の応募者の中､特別賞を受賞する｡ 2月9日･パ

ルセロ-ナにおける初のヴァイオ リンの リサイタルを行 う｡ ピアニス トはギ リェル

モ ･ガルガンタで､パルセローナ ･アテネ-オのホールにて行なわれた｡ 2月21E]

レナシメン弦楽四重奏団の旗揚げ公演をプライベー トな形式でとりおこなう｡この

演奏会は､ ｢オルフェーオ ･カタラ｣に捧げられ､また批評家たちを招いて行われ

たOフルー トとピアノのための 《サルターナ》を作曲.

9月11日､パルセローナ市の決定により､外国での勉学を助成するための奨学金が

トル ドラに与えられる｡ 9月18日､教育振興委員会の推薦のもとに､レナシメン四

重葵団の構成員4人に対 して奨学金が与えられることが､新聞 『ガセ一夕』誌に発

表される.10月5日､四重奏団､バ リへ向けて出発｡

1月～ 4月､ベル リン及びウィー ンに滞在｡4月～ 7月､再びバ リに滞在｡ 7月22

日､四重葵団パルセローナに戻る｡ 《四重責曲ハ短調》を作曲｡この曲は1919年に

オロー トのコンクールで貫を受け､レナシメン弦楽四重奏団により1919年 9月12Ej
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1915

1916

1917

1920

1921

1922

オロー トにて初演 された｡

歌曲 《ハ ッカとタイムと》 《リア王》 《あいびき》 《言葉なきロマ ンス》 《杏子 と

幼い収穫者 たち》を作曲｡

3月12日～ 4月16日､ヴァグナ-協会の主催により､サラ ･モー ツァル ト (モーツ

ァル ト･ホール)にて､ベー トーヴェンの四重奏組曲op.18を演奏する｡これは同

曲のパルセ ローナにおける初演であった｡賞賛を受け､記念 としてベー トーヴェン

の胸像が与 えられる｡11月5日､楽友協会の主催による演奏会において､カタル一

二 ヤ音楽堂で､管楽器のグループを指揮する｡ この公演が､指揮者 としての初舞台

となった｡歌曲 《朝のセ レナーデ Matinal》 《海は喜んでいた》を作曲｡

コプラ (サルターナを演奏する楽団)のための最初のサルダーナである 《落 日 Sol

ponent》を作曲｡

サルターナ 《優 しいアン トニア GentilAntania》を作曲｡

オーケス トラのための作品 としては初めての 《ホ調組曲 Sulteenmi》を書 き､こ

の曲は同年 6月27日にカタル一二 ヤ音楽堂にてF.プジ ョール指揮､楽友協会交響楽

団によ り初演された｡サルターナ 《船人 Marinera》を作曲｡

8月10日､カスタ リョ一 ･タンプー リアス (ジローナ)にて､マ リーア ･ソブラベ

-ラと相知 り､恋愛関係になる｡サルターナ ･レベ-サ 《No.1》 とサルターナ 《黒

雲 Lanuvolada》や歌曲 《果樹園 L'hort》 《五 月》 《四月》を作曲｡

5月24日､パ ウ ･カザルス交響楽団を前に初めて演奏する｡

サルターナ 《満月 Llunaplena》サルターナ ･レベーサ 《No.2》 と 《No.3》 《マ リ

オーナ》を作曲｡また弦楽四重奏曲 《海の景観 vlstasalmar》を作曲 したが､こ

の曲は同年 5月31日にカタル一二 ヤ音楽堂で開かれた楽友協会の コンサー トにおい

て､ レナシメン弦楽四重奏団によ り初演され､前年度のラベ リュ基金賞 (EIPrem⊥

deFundaciaRabell)も受賞 した｡民族舞踊の伴奏 (コブラ)のための 《ビラノー

バの踊 り LesdansesdeVilanova》を作曲｡ この曲は前年度のパチ ョ一基金賞 (E

iPremideFundaciaPatxot)を受賞 し､翌22年 1月 1日､ コブラの楽団プ リンシ

パル ･デ ･ビスバルにより､カタル一二 ヤ音楽堂で初演された｡

7月14日､ レナシメン弦楽四重奏団の最後の演奏会を開 く｡この四重奏団 としては

過去10年間において207回の演奏会を行 ったことになる｡ (1912年に始 まる10年間

演奏回数は順 に16′15′24.29,39.26.ll,26′13,8回 となる)なお1912年～ 21年 までの

ヴァイオ リニス トとしての公演回数は 258回 (その内179回をカタルーニ ヤで行な

った)0

サルターナ 《L-hereuilapubilla》 《大雪 Lanevada》 《希望 Esperanga》 《ア

リオーのカク リーナ》 《日の出 solixent》を作曲｡

ヴァイオ リンとピアノのための 《6つの ソネ- ト》を作曲O後者は､同年 12月28日

にカタル-ニ ヤ音楽堂で開かれた学友協会の コンサー トにおいて､作曲者 自身のヴ

ァイオ リンとF.モ ッテニラクロワの ピアノで初演 され､前年度のバチ ョ一基金賞 (E

iPremideFundaciaPatxot)を受賞 したo作曲にあたっては次の詩にイ ンスピレ

-シ ョンを受けたとされている : 《sonetiderosada(T･Cata-sds)/Oraciaalmai

g(J.Carner)/Lesbirbadores(M.MoreraGalicia)/AyeMaria(J･AIcover)/AIsquat
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revents(Mn.A.Navarro)/La Font(∫.M.Guasch)》｡

3月24日､カンクリョ-プ (ジローナ)にて､マ リーア ･ソプレペーラとの結婚式

を挙げる｡

8月13日､パルセロ-ナ市立音楽学校のヴァイオ リンの代理教授に任命される｡

サルターナ 《田園風 Camperola》と､歌曲 《吟遊詩人の歌》 《畑に眠る麦束》を作

曲｡

6月7日､エス トゥディオ交響楽団を指揮 しての初めての演奏会を開 く｡

サルターナ 《シゼータ ciseta 》 《ペイラの旅寵屋 L-Hostalde la Peira》 《ユ

ニシタの葉陰 Elbac de ユasglnestres》を作曲､また歌曲の組曲としては初めて

の 《ハ ックベ リーの木陰》全 5曲､その他歌曲 《聖ルシーア祭の恋歌》 《海のほと

りの緑の葡萄畑》を作曲｡また リュイス ･マス リエラの小品 《un 土dil･1土propdel

cel′o Peュjuれy.carbasses》をもとにした多 くの音楽を書 く｡ピアノのための

サルターナ 《virolet》を作曲｡

サルターナ 《捧げ物 ofrena》 《ジュルターのブナ林 La fagedad-En Jorda》 《

ネウロースの丘 puigNeul(5S》を作曲O歌曲 《ジャスミンと香夜》 《通 り過ぎ行 く

恋人 (7モル)の歌》を作曲｡民謡をもとにした混声合唱曲 《ビクの学生 L-estudlant

deV土C》を書 く｡この曲は1926年12月5日､カタル一二ヤ音楽堂にて リュイス ･

ミリェ- ト指揮オルフェーオ ･カタラによって初演された｡

オーケス トラのためのサルターナ ･リブラ 《エンプー リアス》を作曲､この作品は

同年10月23日にカタル一二ヤ音楽堂にて､作曲者自身の指揮でパウ ･カザルス交響

楽団により初演され､同年度パルセロ-ナ市サルターナ振興会からサン ･ジョルデ

ィ貫が与えられた｡3つのコブラとティンパこのための交響楽的印象 《アルナウ伯

の呪い》を作曲し､翌27年 1月 1日カタル一二 ヤ音楽堂において､作曲者 自身の指

揮で3つのコブラ楽団パルセロ-ナ､アンティグア ･ペ ップ (フイゲーラス)､ア
ルス ･ルシニ ヨルス (カスタリョ･デ ･アンプー リアス)により初演された｡サル

ターナ 《書蔽園 Elroserar》と歌曲 《山に》 《コケコッコ- !》 《妖精の道》 《

帆掛け船の歌 canG=adevela》 《悔恨》を作曲｡

歌曲 《アナクレオン風》 《忘却の歌》 《楽 しい遊び》 《気にせず歌って過ぎよ》 《

迷いの歌》を作曲｡これらの 5曲に 《海は喜んでいた》を含めて6曲からなる組曲

《Garba (｢小さな束｣の意)》とし､この組曲は同年にラベ リュ賞 (premlo Ra-

bell)を受賞 した｡

∫.カルネーのテキス トによる喜歌劇 《還 り来る五月》の作曲に取 りかかる｡

一幕ものの喜歌劇 《還 り来る五月》の作曲を完成0 10月27日､同作品をカタル一二

ャ音楽堂にて初演｡作曲者自身の指揮､服飾デザインはシャビエ ･ヌゲスによる｡

サルターナ 《竜舌蘭と天竹桃 Atzavares ibaladres》と歌曲 《アーモンドの花咲

く頃 Florelxd■ametller》 《安堵 Esplai》 《聖金曜日》を作曲｡

《アルナウ伯の呪い》のオーケス トラ編曲を行ない､ 2月4日カタル一二ヤ音楽堂

にて､作曲者自身の指揮でパウ ･カザルス交響楽団により初演される｡サルターナ

《御柳(ぎょりゅう)Tamariu》を作曲｡
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サルターナ 《カンタリョーブス Cantallops》を作曲0

10月13日､カタル一二ヤ音楽堂にて行われた ｢ファリャ ･フェスティバル｣におい

て､フアリャ作曲の 《はかなき人生》の中から数景を初めて指揮する｡サルターナ

《co11 forcat》 《salou》を作曲｡

4月5日､アルボスの招請で､マ ドリー ド交響楽団を初めて指揮する0

6月2日､E･M･deM.のヴァイオ リン科常勤教授に任命される｡カンクリョ-プで

採譜 した民謡をもとにハ-モニゼーションを行ない､合唱とピアノのための 《9つ
のカタル一二ヤ民謡》を書いた｡

サルターナ 《小艇 (ランチ)Faluga》､オーケス トラのための組曲 《商人の娘 La fill

adelmarxant》を作曲する｡この曲はア ドリアン ･グアル作による同名の劇のた

めの音楽で､10月16日カタル一二ヤ音楽堂にて行われた室内音楽協会主催のコンサ

ー トで､作曲者自身の指揮でパウ ･カザルス交響楽団により初演される｡

前年の 《商人の娘 La filladelmarxant》の舞台用ヴァージョンを作曲するが､

これらはいまだに演奏されていない｡サルターナ 《peraflta》 《夕暮れ Capvespre

》とソプラノとオーケス トラのための 6曲から成る連作歌曲 《唇に蓄蔵を》 (サル

バ ト･パパセイ トの詩による)を作曲｡この組曲は同年に､アルベニス賞 (prem土o

Alb色niz)を受賞 した｡ 1922年～ 35年 までのヴァイオ リニス トとしての公演回数は82

回 (すべてカタル一二ヤの中で行った)0

後に 《6つの歌》の一部をなすルネサンス期の詩人の詩による歌曲 《陽気な娘》 《

聖フアン祭の朝》を作曲｡

ルネサンス期の詩人の詩による歌曲を更に4曲 《誰 も幸福なものなど》 《小歌一括

欄の樹をめぐり飛ぶ者よ》 《お前のことを知ってから》 《母さん､僕は瞳に見せら

れてしまった》を作曲｡前年の 2曲と合わせて 6曲からなる組曲 《6つの歌》とし

て完成する｡セシュ ･イ ･バラール社のために､ 12のスペイン民謡を選び､独唱と

ピアノのためにハーモニゼーションを行なったoマ ドリー ドにてマ ドリー ド交響楽

団を指揮 して4回コンサー トを行 う｡

マ ドリー ドにて国立交響楽団を初めて指揮 し､ 3回コンサー トを行 う｡

12月22日､パルセロ-ナ市立管弦楽団の初練習を行 う｡このオーケス トラを創設す

るにあたって､市役所は､ トル ドラにその組織運営 と指揮監督を任す｡団創設にあ

たってはその構成員を選出するオーディションが行われた｡この年までの指揮者と

しての公演回数は､年に 1回から多くとも7回程度であった｡

1月26日､ヴァイオ リニス トとしての最後の公演 (リサイクル)をサバデ リュにて

行 う｡ 1939年～ 44年までのヴァイオ リニス トとしての公演回数は38回 (その内36回

をカタル一二ヤで行なった)｡ トル ドラはヴァイオ リニス トとしては生涯で 378公

演を行なったことになるが､その内 297公演はカタル一二ヤで行なった｡

またこの年からは指揮者 としての公演回数が急激に増加 し､年に30- 50回程度 とな

る｡ 3月31日カタルーニヤ音楽堂にてパルセロ-ナ市立管弦楽団の初の披露演奏会

が行われる｡
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サルダーナ 《ビラノビーナ vilanovina》 《マ リーア ･イサベル Maria 工sabel》

を2曲作曲｡

歌曲 《愛の山 Muntanyad-amor》を作曲｡

11月14日､カタルーニヤ音楽堂にて､クンシータ ･バディーアとパルセロ-ナ市立

管弦楽団により連作歌曲 《唇に喬夜を》の初演が行われる｡

サルダーナ 《マ リアンジェラ Mariangela》を作曲｡

パ リにて初の公演を行 う｡ラムレ-交響楽団を指揮｡

5月19日､ヴァイオ リニス トとして､聴衆を前にしての演奏 としては最後の演奏を

行 う｡フランシスコ ･コスタと､ ∫.S.バ ッハ作曲のよる 《2つのヴァイオ リンのた
めのコンチェル ト》を演奏｡E.プール指揮､パルセロ-ナ市立管弦楽団｡

最後のサルターナ 《バ リュグルギーナ Val190rgulna》を作曲｡ トル ドラは生涯に

わたって34曲のサルダーナを作曲 したことになる｡

ガ リシア語の詩による歌曲 《ハ リユニシタの花》を作曲｡作品 《Quasiunparadis

》のための賛美歌 《おお､影よ ! Oh.Tossa王》を作曲｡

1933年にハ-モニゼーションを行った 《9つのカタル一二ヤ民謡》から7曲を混声

合唱のために編曲する0

4月29日､マ ドリー ドのスペイン劇場 (テア トロ ･エスパ二 ヨール)にて喜歌劇 《

還 り来る五月》をオ リジナル ･テキス ト (カタル一二 ヤ語)で初演｡

オーケス トラ伴奏による歌曲 《モンツェ一二ュの水彩画》を作曲｡この曲が最後の

作品となる｡

11月24日､フアリャの遺作 《ア トランティダ》の初演を指揮する｡パルセローナ ･

リセ-オ歌劇場にて0

11月30日､カディスにて 《ア トランティダ》を演奏｡これが聴衆を前にしての トル

ドラの最後の演奏 となった｡指揮者 としては生涯で通算792公演を行ったこととな

る｡

1月6日より床についていたが､5月31日 (折 しも ｢昇天祭｣の日)午前10時安 ら

かに永眠する｡
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4月16日パルセローナに生 まれる｡父はフレデ リク ･モンポウ (同名､1855-1935)

母は､ジュゼフィーナ ･デンカウセ (タンコース､フランス系､1868-1953)｡兄弟

は5才年長の兄ジュゼップ (後に画家 となる)のみ｡

この時期の前後､幼少期はパルセローナで過ごし､フランス語学校及び宗教学校に

通 う｡学校は余 り好きではなかった｡ リセウ音楽院でベ ドロ ･セーラにつきピアノ

を学び､熱中する｡

パルセロ-ナでピアノの初の リサイタル

初めてパ リ赴き､ピアノをルイ ･ディエメル､フェルディナン ･モ ット=ラタロワ

について学ぶ｡和声芋をマルセル ･サ ミュエル ･ルソーに師事｡

最初の ピアノ曲集 《工mpresionesintimas》の作曲に取 りかか り､この曲集中の 《

plany I》を作曲｡ 《plany Ⅱ～Ⅳ》を14年までの間に作曲｡

ピアノ曲集 《工mpresionesintimas》の内さらに 《pajalotriste》と 《Labarca

》を作曲｡

兵役検査のためにパルセローナに戻る｡バ リへ行 きたかったが第一次世界大戦 (19

14-18)のため果たさず21年までパルセローナに暮 らす｡

17年 までの間にピアノ曲 《pessebres》を作曲｡

ピアノ曲集 《工mpresionesintimas》の残 りの3曲 《cuna》 《secreto》 《G土tano

》を作曲 し､この曲集を完成する｡ピアノ曲集 《Belenes》の うちの 《Laerm土ta

》を作曲｡

ピアノ曲集 《scenesd'enfants》のうちの 《Jue90SI,Ⅱ,m》′ ピアノ曲集 《

Belenes》のうちの 《Elpastor》,最初の歌曲 《灰色の時間 L-horagrlsa》を

作曲｡

ピアノ曲集 《suburbis》の うちの 《Lacieguecita》 《Elhombredelaristan》

を作曲｡

19年にかけてピアノ曲 《cantsmagics》を作曲.ピアノ曲集 《Belenes》のうちの

《Danza》を作曲し､この曲集を完成する｡ピアノ曲集 《suburbls》のうちの 《La

calle.e19uitarrlstayelcaballoviejo》 《Gitana I′Ⅱ》を作曲しこの

曲集を完成する｡ (尚この 《suburbis》は後にM.ローゼンタールにより管弦楽用に

編曲された｡)

ピアノ曲集 《scenesd-enfants》の残 りの 《Gritosenlacalle》と 《Nifiaenel

jardin》を作曲し､この曲集を完成する｡ピアノ曲集 《cancionesydanzas》の

N0.2を書 き始めるが､この曲は24年に完成をみる｡

ウニオン ･ムシカル ･エスパ二 ヨーラ社より初めてピアノ曲が出版される｡

21年にかけてピアノ曲集 《charmes》 (《pourendormirlasouffrance.Pourp色-

n色trerlesames,Pourinsplrerl'amour,Pour lesgu色risons′Pour色voquer

l'imagedupass色′Pourappelerlajoie》)を作曲｡ ピアノ曲 《F色tesloin-
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ta土nes》を作曲｡

ピアノ曲 《Troisvariations》 (《Tema.Lossoldados.Cortesia′Nocturno》)

を作曲.ピアノ曲集 《cancionesy danzas》のN0.1を書 く｡尚この曲集は72年に至

るまで､生涯にわたって合計13曲書かれることとなる｡またこの 《cancionesy

dan2:aS No_1》は､後にG.カサ ドーがチェロとピアノのために編曲 した｡

再びパ リへ行 く｡師のモット=ラクロワが､モンポウ作品によるリサイタルをパ リ

で開き､来聴 したE.ヴィエルモーズが称賛｡
ピアノ曲 《Dialogues I-II》を作曲｡

歌曲集 《4つのメロディー Quatre melodies》を作曲｡

歌曲 《迷いの歌 cangonetaincerta》及び歌曲集 《3つの遊び歌》第 1集を作曲｡

ピアノ曲集 《cancionesy danzas》のⅣ0.3を書 く｡

翌年にかけてピアノ曲 《p工･eludiesNo.1-4》を作曲｡

歌曲 《雲 Lenuage》を作曲｡ピアノ曲集 《cancionesy dan2:aS》のN0.4を書 く｡

ピアノ曲 《prelud土esNo.5- 6》を作曲｡

この期問作曲上のスランプに陥 り､ほとんど作品を出さなくなる｡

父が他界｡

(ピアノ曲 《scenesd-enfans》をアレクサンドル ･タンスマンが管弦楽用に編曲

する｡)

ピアノ曲 《souven土rsdel'exposltion》を作曲｡

ピアノ変奏曲集 《variaclonessobreuntemadeChopin》を書き始める｡ (尚こ

の曲集は57年に管弦楽曲にも編曲された｡)

パルセローナに戻る｡この都市､カルメン ･ブラーボと相知 り､作曲活動を再開す

る｡

ピアノ曲集 《cancionesy dan2:aS》のNo.5及びN0.6を書 く.ピアノ曲集 《paisajes

》のうち 《Ⅰ･La fuentey 上acampana》を作曲する｡歌曲集 《夢のたたかいCom-

batdelsomni》の第 1曲 《Damuntdetunom6slesflors》を作曲｡尚この曲は

63年にX.トゥルー リュにより 《悲歌 Elegia》と題されて､ヴァイオ リンとピアノ
のために編曲された｡

ピアノ曲 《preludiesNo.8- 9》を作曲｡歌曲集 《3つの遊び歌》第 2集を作曲｡

ピアノ曲集 《cancionesy danzas》のN0.7を書 く｡ ピアノ曲 《preludiesNo.10》を

作曲｡
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スペイン作曲 ･音楽学 コンクールの交響楽 ･室内楽部門において第-等賞を受賞｡

歌曲集 《2つのメロディー Dosmelodias:I.Pastoral/Ⅱ.Llueve sobreelrio浄

を作曲｡

ピアノ曲集 《cancionesydanzas》のN0.8を書 く｡歌曲集 《夢のたたかい Combat

del somni》の第 2曲 《Aquestanitunmateixvent》を作曲｡

ピアノ曲集 《paisajes》のうち 《Ⅱ.Ella90》と､歌曲 《最後の旅 EIviajede-

finltlvo》を作曲｡

ピアノ曲集 《cancionesどdanzas》のⅣ0.9を書 く｡歌曲集 《夢のたたかい Combat

del somnl》の第 3曲 《Jo etpressentlacom lamar》を作曲｡

歌曲 《縁 日の歌 canGa de la fira》を作曲｡

ピアノ曲 《preludiesNo.7》と 《canci6ndecuna》を作曲｡歌曲集 《夢のたたか

い Combatdelsomni》の第 4曲 《Fes一me lavュda transparent》を作曲｡歌曲 《

魂の歌 cantardelalma》と 《シルの砂金とりの乙女 Aureanado Sil》を作曲､

前者はこの年に､混声合唱編曲にもされた｡

5月17日､サン ･ジョルジュ ･カタル一二ヤ王立芸術アカデミー会員 として遥出さ
れる｡

母 (父の死後 L. ドゥランと再婚 していた)が他界｡

ピアノ曲集 《cancionesydanzas》のNo.10を書 く｡混声合唱曲 《Doscantigasde

Alfonso X elsab土o》を作曲｡

ロン ドンへ行きランチベ リー編のバ レエ曲 《鳥小屋 Houseofbirds》の初演に立

ち会 う｡

バ レー曲 《perlimp土nada》を作曲｡

パルセロ-ナでカルメン ･ブラーポと結婚｡

サンティアゴ ･デ ･コンポステーラでのスペイン音楽講習会に招かれ､A･セゴビ

ア､A.デ ･ラローチャらと共に講師をつとめる｡

混声合唱曲 《アヴェ ･マ リーア Ave Marla》を作曲｡

5月25日､フランス共和国教育功労一等勲章を受章する｡またフランス文部省より

同国アカデ ミー客員の称号を贈 られる｡

6月22日､サン ･フェルナンド芸術 アカデミー (スペイン芸術院)会員に推挙され

る｡

将来 4巻立てに成るピアノ曲集 《Mdsicacallada》の うち 《primercuaderno》を

完成する｡

ピアノ曲集 《pa土sajes》のうち 《Ⅲ .Carrosde Gaucla》を作曲し､この曲集を完

成する｡
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1963

1966

1967

1968

1970

1973

1977

ピアノ曲集 《cancionesydan2:aS》のⅣ0.11を書 く｡

ピアノ曲集 《cancionesydanzas》のⅣ0.12及びNo.14を書 く｡ピアノ曲集 《鵬sica

callada》のうち 《segundocuaderno》を完成する｡混声合唱曲 《ulte土a》と歌曲

《サン ･マルティ SanMarti》を作曲｡ギターのための 《sulteCompostelana コ
ンポステーラ組曲》を作曲.

親交のあったプーランク没Oバ リトンと混声合唱 とオーケス トラのための 《工mpro-

perls》 (初めての宗教曲)を書 く｡ピアノ曲 《sur lapolntedespleds》を作

曲｡

歌曲 《最初の歩み Primerospasos》を作曲｡

ピアノ曲集 《Mdsicacallada》のうち 《Tercercuaderno》を完成する｡歌曲集 《

夢のたたかい Combatdelso-1》をソプラノとオーケス トラのために編曲する｡

混声合唱曲 《vidalnterlor》を作曲｡

ピアノ曲集 《Mdsicacallada》の最終巻である 《cuartocuaderno》を完成する｡

兄ジュゼ ップ (画家)他界｡

アメ リカへ旅 し､ニューヨークで記念 リサイタル｡

朗諦者､児童合唱を伴 う子供のためのカンタータ 《金の小鳥 L一〇celldaurat》を

作曲｡

歌曲集 《ベ ッケルの詩から Becquerianas》を作曲｡

ピアノ曲集 として書かれ続けてきた 《cancionesydanzas》のNo.13をナルシーソ ･

イエペスのために､ギター曲 として作曲した｡この曲集を完成する｡尚86年にこの

曲集のうち第 1･2 ･3 ･5 ･6 ･8番を､日本の作曲家平井穀州がギターと弦楽

4重奏のために編曲 した｡歌曲集 《ポール ･ヴァレリーの詩による5つの歌 cinc

chansonssurdespo色mesdePaulVal占ry》を作曲｡

混声合唱曲 《propisdeltempsd-advent》を作曲o歌曲集 《ポール ･ヴァレリー

の詩による5つの歌 CincchansonssurdespoamesdePaulValery》をソプラノ

とオーケス トラのために編曲する｡

パルセローナでそれまでに発表の全 ピアノ曲を自ら録音 (LP5枚)｡

パルセローナ市より文化功労者金メダルを受ける｡

チェロとピアノのための 《橋 ElFont(パウ ･カザルス讃 omenajeaPauCasals

)》を作曲｡

自身のピアノ作品の演奏を収録 したアルバム 《モンポウ､モンポウを弾 く Mompou

土nterpretaMompou》 (英語題名 :"MompouplaysMompou ■-)が特別賞を受賞 (

ベル リンにて)
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1978

1982

1983

混声合唱曲 《Lavacacega》を作曲.

ニ ュー ヨークのアリス ･チェリー ･ホール､テキサス大学で85才記念 コンサー トが

開かれる｡脳卒中に倒れ活動を休む｡

｢スペイン国家音楽大賞｣を受ける｡パルセロ-ナ大学 より名誉博士号｡

カタル-ニ ヤ自治政府より勲功賞金メタルが授けられる｡ ビルバオ楽友協会の名誉

会員になる｡芸術分野における勲功を賞 して金メダルが贈 られる (マ ドリー ドにて

)｡オルフェオ ･グラシエ ンクから金メダルが贈 られる (パルセロ-ナにて)｡

フランス文部省 よりアカデ ミーの会員に任命される｡メネンデス ･ベラージョ大学

か ら金メダルが贈 られる｡

90才記念 コンサー トがパルセロ-チ (青少年音楽協会によるモンポウ ･マラソン ･

コンサー トを含む)､ニュー ヨーク等各地で行われる｡パルセロ-ナ芸術協会王立

芸術サークルよりメダルが贈 られる｡

作曲家協会 (La Sociedad GeneraldeAutores)メダルが贈 られる｡

アメ リカ ･イスパノ協会会員 となる｡パルセロ-ナ市 より金メダルが贈 られる｡

バラモス音楽祭での平吉編 《歌 と踊 り》の初演に臨席する｡ 6月30日パルセロ-ナ

にて没｡

なお生前は上記の様 々な受賞 ･受勲の名誉のほかに､国際現代音楽協会 (S工MC)の

スペイ ン委員会会員､ 『パルセローナ市の鍵』保持者､フランス文学協会侃勲者で

あった｡

☆なお1973年以降より晩年にかけての年譜については､Clara Jan岳S,FedericoMompou -

vida. textosy documentosに詳 しく取 り上げられている｡
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Vergara. 11.0.002 L.S. (La rosa a1s llavis(ciclo completo)} (L'ombra del lledo­

ner( ciclo completo)>> {Platxéria» ( Maig) <Canticel) {Romane; de Santa Llú­
cia » Intérpretes : Montserrat Caballé, soprano, y orquesta dirigida por el

Maestro Rafael Ferrer.

Alhambra. MC 25.023. Diez canciones, con acompañamiento de orquestra : (Maig)

(A l' ombra del lledoner) (Cane;ó de grumet» (Festeig» { Canticel} ( Menta

i farigola) (Cane;ó incerta) (Cane;ó de l'oblit) (Cane;ó de l'amor que passa
» {Platxéria» Intérpretes: Manuel Ausensi, barítono, y orquesta dirigida

por el autor.·

Regal. SEDL 19.021. (Romane; de Santa Llúcia» (Cane;ó de passar cantant » Inter­

pretada por el tenor Emilio Vendrell.

Vergara. 15.0.002. (Cane;ó de l'oblit) Interpretada por Francisca Callao, con Enr

iqueta Garreta al piano.

Pathé Marconi-FALP 733. (Cane;ó de grumet) (As froliñas dos toxos) Interpre­

tada por V. de los Ángeles, con Gonzalo Soriano al piano.

Alhambra. EMGE 70382. (Romane; de Santa Llúcia) Interpretada por el tenor Caye­

tano Renom.

Alhambra. EMGE 70737. {Cane;ó de comiat } Interpretada por el tenor Cayetano Re-

nomo

Columbia. SCGE 80227.

unos ojuelos vi )

De "Seis canciones", (Nadie puede ser dichoso»
Interpretada por Conchita Balparda.

{ Madre,

Alhambra. MC 28031 y

liñas dos toxos }

Lavilla al piano.

GMC-4046.(Grabación original:Columbia CCL 32031.) (As fro­

{Menta y farigola} Interpretada por T. Berganza, con Felix

Edigsa. C .M. 115. {Vinyes verdes vora al mar} {Recane;a» (Camins de fada)
{Cane;ó de 1 'amor que passa} {Canticel} Interpretada por el tenor Joan Fe­

rrer, con Enriqueta Garreta al piano.

Edigsa. A. 10/62-63-Stereo. {El giravolt de maig » Ópera cómica en un acto. Li­
bro de Josep Carnero Intérpretes: Francisca Callao, Ana Ricci, Joan Ferrer,

Raimon Torres, Bartomeu Bardagí y Francesc Chico. Orquesta Simfónica Catalana

Director: Antoni Ros-Marba.

canciones" , «Madre, unos oj uelos vi)) «Cantarcillo)

» Interpretada por Carmen Bustamante, con Miguel Za-

«Maig) «Anacreóntica) Inter­
la Ciutat de Barcelona dirigida

por
Ensayo-ENY. 810. De "Seis

(Después que te conocí

netti al piano.

EAC-S01S1. (Cane;ó de grumet) «Cane;ó incerta »
pretada por V. de los Ángeles con Orquesta de

Antoni Ros-Marba.
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Sony SK 47177 «Roman9 de Santa Llúcia» « Maig» {Can9ó de comiat» {Festeig»
{Can9ó de bressol» «Can9ó de grumet» {A l' ombra del lledoner» {Canticel»
{Can9ó incerta» {Can9ó de passar cantant» Interpretada por José Carreras,
y Orquesta Sinfónica del Gran Teatro Liceo de Barcelona dirigida por Joan Ca­
sas.

Fundación de Banco Exterior, Depósito Legal:M-4670-1986 {As froliñas dos toxos
» {Roman9a de Santa Llúcia» Interpretada por el tenor Manuel Cid, con

Felix Lavilla al piano.

Vergara 707. Lieder de Federico Mompou, por M. Caballé.

Pathé Marconi-FALP 733. {Damunt de tú només les Flors» Interpretada por V. de
los Angeles, con Gonzalo Soriano al piano.

Discophon 4180. «Le Nuage» Interpretada por M. Alavedra.

E 061-35225. {Aureana do Sil» {Olas Gigantes» (Combat del Somni» Interpre­
tada por S. Stenhammar.

Discophon AF 43035. «Combat del Somni» Interpretada por M. Alavedra.

Columbia CCL 32031. De "Combat del Somni", «Solo las flores» «Te presentía co­
mo la mar» Interpretada(cantada en Castellano) por T. Berganza, con Felix La­
villa al piano.

Angel S 136682. «Combat del Somni» Interpretada por V. de los Angeles, con or­
questra de la Ciutat de Barcelona

Ensayo ENY-957. «Becquerianas» «Aureana do Sil» «Dos canciones( 1 .Pastoral/
Ir . Llueve sobre el río)>> «Quatre melodies» «San Martí» « L 'hora grisa))
«Can9ó de la fira» Interpretada por Carmen Bustamante, con Manuel García Mo­

rante al piano.

Fundación de Banco Exterior, Depósito Legal:M-4670-1986 «Dos canciones (1 .Pa­
storal/ Ir .Llueve sobre el río) »Interpretada por el tenor Manuel Cid, con
Felix Lavilla al piano

Ensayo-ENY. 810. «Combat del somni» Interpretada por Carmen Bustamante, con Mi­
guel Zanetti al piano.

Philipps 411 478-2. «Combat del somni» Interpretada por José Carreras,con Mar­
tín Catts.

Sony SK 47177 -336 411 478-2 De "Combat del somni" {Demunt de tú només les
flors» Interpretada por José Carreras, y Orquesta Sinfónica del Gran Teatro
Liceo de Barcelona dirigida por Joan Casas.
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